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序

　盛岡市は，東北地方の東部を南北に縦断する北上川と，その支流である雫石川・中
津川が合流する地点に中心市街地が形成され，北に雄大な岩手山と姫神山を望む，岩
手県の県庁所在地です。その骨格は，約 400 年前に南部氏により築城された盛岡城を
中心とした城下町であり，藩政そして県政の中心として，また交通の要衝として栄え
てきました。
　近年の盛岡市は，平成 4 年 4 月に南に隣接する都南村と，平成 18 年 1 月に北に隣
接する玉山村と合併し，人口約 30 万人，面積約 886 平方キロメートルという北東北
の拠点都市となるとともに，平成 20 年 4 月には中核市へ移行しました。
　この中心市街地の南西部，雫石川の南に広がる田園地帯に職住近接の新市街地を形
成しようというのが「盛南開発構想」で，全体計画の約 7 割にあたる 313.5 ヘクター
ルを整備するのが「盛岡南新都市開発整備事業」です。事業主体は独立行政法人都市
再生機構（旧地域振興整備公団）で，平成 3 年 12 月に事業認可，土地区画整理事業
の整備手法により平成 7 年 11 月より着工されています。
　それに伴い，当該区域内に所在する埋蔵文化財包蔵地 17 遺跡，計約 90 ヘクタール
のうち，整備事業によって消滅を余儀なくされる遺跡の発掘調査を，平成 5 年度から
当市教育委員会と財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが行っており，
現在もなお継続しているところであります。
　本報告書は，当市教育委員会が平成 5 年度から 12 年度に実施した発掘調査のうち，
稲荷遺跡・本宮熊堂Ａ遺跡・本宮熊堂Ｂ遺跡・野古Ａ遺跡・飯岡沢田遺跡・飯岡才川
遺跡・向中野館遺跡・細谷地遺跡・矢盛遺跡・南仙北遺跡の調査成果について報告す
るものです。区画整理事業及び発掘調査は現在も継続中ではありますが，不幸なこと
に平成 12 年 12 月に当市文化財調査室が火災のため全焼し，整理・収蔵中であった当
該調査資料の多くが罹災しております。本書は，残存した調査資料をまとめて作成し
たものですが，市民の皆様をはじめ，各学校や教育機関・研究者等の方々に，当該地
域の歴史を知るためにご活用いただければ幸いと存じます。
　最後になりましたが，発掘調査を実施するにあたり，多大なるご協力やご指導を賜
りました都市再生機構岩手都市開発事務所ならびに岩手県教育委員会生涯学習文化
課，財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに対し深く感謝申し述べると
共に，発掘調査にご理解とご協力をいただきました地権者各位ならびに地元関係者の
皆様に厚く御礼申し上げます。

　　平成 21 年 3 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛岡市教育委員会
教育長　　八巻　恒雄



例　言
１ 　本書は，岩手県盛岡市本宮・向中野・飯岡新田・南仙北に所在する盛南地区遺跡群において，「盛岡南新都市開発整備事業」

及び関係事業に伴い平成 5 年度から 12 年度に実施した発掘調査の報告書である。なお，「盛南地区遺跡群」の名称につい

ては，事業区域内に所在する計 17 遺跡を包括する総称として使用し，本書ではそのうち稲荷遺跡，本宮熊堂 A 遺跡，本

宮熊堂 B 遺跡，野古 A 遺跡，飯岡沢田遺跡，飯岡才川遺跡，向中野館遺跡，細谷地遺跡，矢盛遺跡，南仙北遺跡の調査

成果を報告する。

２ 　本書の編集は盛岡市遺跡の学び館が行い，資料整理作業を今野公顕（平成 19 年度）・津嶋知弘（平成 20 年度）が，編集・

執筆作業を津嶋知弘が主に担当した。

３　遺構平面位置は，日本測地系　平面直角座標Ⅹ系を座標変換した調査座標で表示した（一部調査を除く）。

　　　・調査座標軸は，日本測地系第Ⅹ系に準じる

　　　・調査座標原点　

　　　　　稲荷・本宮熊堂Ａ・本宮熊堂Ｂ・野古Ａ遺跡　　　Ｘ -35,000　Ｙ +25,000　→　ＲＸ ± 0　ＲＹ ± 0

　　　　　飯岡沢田遺跡　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｘ -35,550　Ｙ +25,750　→　ＲＸ ± 0　ＲＹ ± 0

　　　　　飯岡才川・向中野館・細谷地遺跡　　　　　　　　Ｘ -35,000　Ｙ +26,000　→　ＲＸ ± 0　ＲＹ ± 0

　　　　　矢盛遺跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｘ -36,050　Ｙ +26,000　→　ＲＸ ± 0　ＲＹ ± 0

　　　　　南仙北遺跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｘ -36,000　Ｙ +27,000　→　ＲＸ ± 0　ＲＹ ± 0

４　高さは，標高値をそのまま使用した（一部調査を除く）。

５ 　土層断面図は堆積のしかたを重視し，線の太さを使い分けた。層相の観察にあたっては『新版標準土色帖』( 農林水産

省農林水産技術会議事務局監修 ) を使用した。

　　層名の記号は次のとおりとした。

６　遺構記号は次のとおりとした。



７　遺構番号は，県埋文センター調査遺構番号との整合を図りつつ，資料整理の便宜上から以下のとおりとした。

　　　縄文時代～古代の本調査精査遺構：３桁の遺跡内連続番号（基本的に県埋文センター調査遺構番号に連続）

　　　試掘確認調査の検出 ･ 精査遺構：上２桁が調査次数番号＋下３桁が次数内連続番号

８　遺構平面図の線種は次のとおりとした。

９　古代の竪穴住居跡のカマド方向は，カマド本体中心 ( 炊き口 ) から煙道先端 ( 煙出し ) を結んだ線の方向の傾きとした。

10 　古代の土器区分は，土師器・あかやき土器・須恵器に分類した。「あかやき土器」の名称は，ロクロ使用の酸化煙焼成土器（坏

類，甕類，鉢）に使用し，ロクロ使用の内面黒色処理の坏類は土師器に分類した。

11 　古代の土器の実測図作成については，坏類は口縁部残存 1/4 以上かつ底部まで残存するもの，甕類は口縁部残存 1/4 以

上かつ体部まで残存するものを基本とし，必要に応じて破片実測も行った。また拓本は，須恵器甕類のタタキ目等器面調

整が確認できるものとした。

11　発掘調査に伴う出土遺物及び諸記録は，盛岡市遺跡の学び館で保管している。

12 　平成 12 年 12 月 24 日未明に発生した盛岡市教育委員会文化財調査室火災により，平成 12 年度までの調査資料の多くが

罹災・焼失した。そのため，本書は残存した資料および一部復元した資料をもって編集せざるをえなかった。なお，本件

の詳細については，『盛岡市遺跡の学び館平成 16 年度館報』(2006) にて報告を行っている。

13　当該調査の一部については，現地説明会資料等により報告しているものもあるが，本書の記載内容をもって訂正する。



「盛岡南新都市開発整備事業」及び関係事業に係る発掘調査報告書(平成19年度末現在)

＜財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター（本報告）＞

1995年 3 月『本宮熊堂B遺跡第1次発掘調査報告書-盛南開発事業関連遺跡発掘調査-』第226集

1996年 3 月『小幅遺跡第2次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業-』第244集

1996年 3 月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成7年度)』第246集〔小幅遺跡6次〕

1996年11月『小幅遺跡第2次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第265集

1997年 3 月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成8年度)』第266集〔宮沢遺跡4次,本宮熊堂A遺跡7次〕

1998年 3 月『小幅遺跡第5次･第7次発掘調査報告書-盛岡西バイパス建設事業関連発掘調査-』第267集

1998年 3 月『 大宮北遺跡･本宮熊堂A遺跡発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第265集〔大宮北

遺跡4次，本宮熊堂A遺跡6次〕

1998年 3 月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成9年度)』第282集〔稲荷遺跡3次,野古A遺跡9次･10次〕

1999年 3 月『熊堂B遺跡第5次･台太郎遺跡第16次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第293集

1999年 1 月『本宮熊堂B遺跡第4次･鬼柳A遺跡第4次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第308集

1999年 3 月『台太郎遺跡第15次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第309集

1999年 3 月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成10年度)』第311集〔飯岡才川遺跡2次〕

2000年 1 月『向中野館遺跡第3次･小幅遺跡第10次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第388集

2000年 1 月『 向中野館遺跡第4次･小幅遺跡第11次･台太郎遺跡第19次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発

掘調査-』第321集

2000年 3 月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成11年度)』第340集〔小幅遺跡13次･14次〕

2001年 3 月『台太郎遺跡第22次発掘調査報告書-盛岡東警察署警察官待機宿舎建設事業関連発掘調査-』第365集

2001年 3 月『台太郎遺跡第18次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第369集

2001年 3 月『台太郎遺跡第26次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第416集

2002年 3 月『 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成12年度)』第370集〔鬼柳A遺跡7次,本宮熊堂B遺跡9次･11次,小幅遺跡15次

･16次,飯岡才川遺跡4次〕

2002年 2 月『熊堂B遺跡第10次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第377集

2002年 3 月『飯岡才川遺跡第3次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第393集

2002年 3 月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成13年度)』第397集〔台太郎遺跡36次,細谷地遺跡6次〕

2003年 3 月『台太郎遺跡第23次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第415集

2003年 3 月『台太郎遺跡第35次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第417集

2003年 3 月『台太郎遺跡第44次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第422集

2003年 3 月『細谷地遺跡発掘調査報告書-第4･5次調査-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第414集

2003年 3 月『飯岡沢田遺跡第3次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第418集

2003年 3 月『飯岡沢田遺跡第5次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第419集

2003年 3 月『野古A遺跡第12次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第420集

2003年 3 月『野古A遺跡第15次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第421集

2003年 3 月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成14年度)』第423集〔矢盛遺跡4次,稲荷遺跡5次〕

2004年 2 月『矢盛遺跡第3次･熊堂B遺跡発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第451集

2004年 3 月『本宮熊堂A遺跡第17次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第453集

2004年 3 月『細谷地遺跡第8次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第454集

2004年 3 月『 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成15年度)』第455集〔稲荷遺跡6次,本宮熊堂B遺跡19次,台太郎50次･52次,野

古A遺跡19次･20次，飯岡才川遺跡5次･6次,細谷地遺跡7次〕



2004年12月『本宮熊堂B遺跡第13･15･20次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第467集

2005年 2 月『本宮熊堂B遺跡第18次発掘調査報告書-国道46号盛岡西バイパス建設事業関連遺跡発掘調査-』第458集

2005年 2 月『台太郎遺跡第51次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第468集

2005年 3 月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成16年度)』第469集〔稲荷遺跡8･9次,台太郎遺跡53次,矢盛遺跡5次〕

2005年12月『矢盛遺跡第6次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第488集

2006年 2 月『飯岡沢田遺跡第9･10次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第489集

2006年 2 月『 本宮熊堂A遺跡第24次･本宮熊堂B遺跡第25次発掘調査報告書-一般国道46号盛岡西バイパス建設事業関連遺跡

発掘調査-』第470集

2006年 3 月『台太郎遺跡第54次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第486集

2006年 3 月『本宮熊堂B遺跡第27次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第487集

2006年 3 月『平成17年度発掘調査報告書』第490集〔宮沢遺跡11次,本宮熊堂B遺跡30次･31次〕

2007年 2 月『飯岡才川遺跡第8･9次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第494集

2007年 3 月『細谷地遺跡第9次･第10次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第500集

2007年 2 月『野古A遺跡第23･24･29次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第501集

2007年 3 月『本宮熊堂A遺跡第26･29次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第502集

2007年 3 月『向中野館遺跡第5･6次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第503集

2007年 2 月『向中野館遺跡第7･8次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第504集

2008年 1 月『飯岡才川遺跡第12次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査-』第515集

2008年 1 月『 矢盛遺跡第10･11次･向中野館遺跡第9次･台太郎遺跡第58次発掘調査報告書-盛岡南新都市開発整備事業関連遺

跡発掘調査-』第516集

2008年 2 月『 飯岡才川遺跡第7･13次･細谷地遺跡第12次･矢盛遺跡第9次発掘調査報告書-一般国道46号盛岡西バイパス建設事
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1

第 1章　経過

　第１節　調査の経過

　「盛岡南新都市開発整備事業」は，北東北の中核都市および岩手県の県都として担うべき都市機能の充実

を図るため，旧城下町から発展して形成された既存の中心市街地の南西部に新市街地を開発整備し，既成市

街地 ･ 盛岡駅西口地区（旧国鉄跡地）・盛岡南地区を結ぶ「軸状都心」を形成することで，都市構造をより

よく改めようと策定された土地区画整理事業である。

　平成 2 年 9 月に岩手県・盛岡市・都南村 ( 現盛岡市，平成 4 年 4 月合併 ) の 3 者が，地域振興整備公団（以

下「公団」と呼ぶ，現独立行政法人都市再生機構 ) に対して事業申請を行い，公団は実施計画を作成，翌平

成 3 年 12 月に当時の建設大臣および国土庁長官から実施許可が下り，事業が開始された。

　埋蔵文化財の取り扱いについては，昭和 50 年の国土庁長官・建設省からの行政指導に則して，公団と岩

手県・盛岡市・都南村は「覚書」，およびその「確認書」において以下のように文書を取り交わしている。

　

　上記に基づく協議の結果，遺跡の要調査範囲を確定する試掘確認調査を市教育委員会が実施し，その結果

を受けての本調査を市，村及び公団から委託を受けて財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター（以

下「県埋文センター」と呼ぶ）が実施することとなった。

　しかし，本調査対象面積が広大であることから，平成 10 年度以降は市教育委員会も本調査の実施を開始。

平成 11 年度以降は市教育委員会も公団と受委託契約を締結し，県埋文センターと市教育委員会の両者が調

整を図りながら本調査を実施することで，現在に至っている。

　「盛岡南新都市開発整備事業に関する覚書」（平成 3 年 12 月 11 日）　　記の 7(3)

　県，市及び村は，環境の保全及び文化財の保護につき，協力して所要の調整を行い，事業の推進を

図るものとする。

　「盛岡南新都市開発整備事業に関する覚書の確認書」（平成 3 年 12 月 11 日）　　記の 5

　　「覚書」の記の 7 の (3) の文化財保護における埋蔵文化財発掘調査について，国庫補助事業及び公

共施設管理者負担金の対象となる都市計画道路に係る敷地の調査については，公団が県，市及び村に

委託するものとし，その他の敷地については市及び村において調査するものとする。

　このため，県，市及び村は，土地区画整理事業の認可までに，公団からの委託分を含めた埋蔵文化

財発掘調査計画を立案し，これを県，市，村及び公団で確認の上，他機関への委託を含めた調査の実

施に必要な体制を確保することにより，事業の円滑な推進を図るものとする。　　

　なお，事業のスケジュールが調査実施者の都合により遅延した場合には，県，市及び村は，適切な

方策を講ずるものとする。
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　第２節　発掘調査作業の経過

　盛岡南新都市開発整備事業にともなう埋蔵文化財の発掘調査は，平成４年度から継続して実施されている。

　土地区画整理事業の工事計画や進捗にあわせて，埋蔵文化財包蔵地の範囲確認や遺構密度を確認するため

の試掘確認調査を実施し，その成果を受けて効率的な本調査が実施できるよう調整を行っている。しかし，

地権者との交渉や農地補償等の問題から，埋蔵文化財包蔵地範囲の全域について，試掘確認調査を実施する

ことは現実的に不可能であり，状況に即した対応を行っている。

　本書で報告の対象としている各遺跡の平成 5 ～ 12 年度の調査成果の概要は，第 1・2 表のとおりである。

　第３節　資料整理作業の経過

　当市教育委員会が，本事業の本調査を始めたのは，平成 10 年度からである。また平成 11 年度からは公団

と発掘調査の受委託契約を締結し，公団施工範囲（都市計画道路分）の本調査も実施してきた。この際は，

予算措置の問題や職員体制が十分でないことを考慮して，年度ごとの発掘調査報告書の刊行は断念すること

とし，報告書刊行は事業の進捗を見ながら順次まとめて行うものとし，年度内はその基礎となる資料整理作

業のみを行っていた。

　平成 12 年 12 月 24 日午前 0 時 30 分頃，市立厨川小学校敷地内にあった文化財調査室にて火災が発生し，

昭和 30 年建設の老朽化した木造 2 階建ての旧校舎は全焼した。市教育委員会では昭和 57 年度から文化財調

査室として埋蔵文化財の資料整理・収蔵保管の拠点として使用してきた場所である。

　当然，本事業の発掘調査成果（図面・写真・出土資料の一部）も収蔵されており，罹災により調査成果の

完全復元はきわめて難しい状況となった。

　市教育委員会は，文化庁の指導及び補助事業の採択を受け，埋蔵文化財の調査研究・収蔵管理・普及活用

を目的として，新たな拠点となる埋蔵文化財センターとして，博物館施設が集積する本宮地区の（仮称）盛

岡市中央公園内に「盛岡市遺跡の学び館」を建設，平成 16 年 6 月に開館した。その間も，本事業にともな

う発掘調査と資料整理作業，および罹災資料の復元作業を継続して行い，現在に至っている。

　本事業関連遺跡発掘調査報告書を刊行するにあたり，以下の指針をもって実施することとしている。

　本報告書は，上記指針に基づく 2 分冊目の報告書である。なお，報告にあたっては，罹災し復元不可能な

部分はその旨を明記した表現を行っている。

①平成 5 ～ 12 年度の発掘調査に係る罹災資料について，速やかに再整理と報告書刊行を行う。

② 平成 5 ～ 12 年度発掘調査報告書は，膨大な量の資料が罹災したこともあり，1 冊の報告書として報告

することは現実的に困難なため，数遺跡ごとに分冊刊行することで年次計画を立て優先的に報告する。

③ 平成 13 年度以降事業終了年度までの調査成果は，上記報告書刊行の進捗状況を見ながら，数遺跡ま

たは数年度ずつをまとめて分冊とし，報告する。
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　第４節　体制

〔委  託  者〕　地域振興整備公団（～平成 16 年 6 月），独立行政法人都市再生機構（平成 17 年 7 月～）

〔調査主体〕　盛岡市教育委員会

〔事  務  局〕　盛岡市教育委員会事務局文化課（平成 5 ～ 18 年度），歴史文化課（平成 19 年度～）

〔調　　査〕　盛岡市教育委員会事務局文化課文化財係（平成 5 ～ 15 年度），

　　　　　　　盛岡市遺跡の学び館（平成 16 年度～）

〔助　　言〕　文化庁，岩手県教育委員会，財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

〔協　　力〕 　発掘調査，資料整理，罹災資料復元及び報告書編集にあたり，盛岡市都市整備部盛岡南整備課・

下水道部建設課，地権者・地元関係者の方々，そして多くの作業員・県内外文化財関係職員の方々

より多大なる協力を得た。記して感謝申し上げる。

〔発掘調査担当者（本書詳細掲載分，氏名は調査当時）〕

　稲荷遺跡　　　第 1 次調査（平成 6 年度）　　　似内啓邦・三浦陽一

　　　　　　　　第 2 次調査（平成 8 年度）　　　津嶋知弘

　本宮熊堂Ａ遺跡第 2 次調査（平成 6 年度）　　　似内啓邦・三浦陽一

　　　　　　　　第 2 次補足調査（平成 8 年度）　津嶋知弘

　本宮熊堂Ｂ遺跡第 3 次調査（平成 7 年度）　　　似内啓邦・黒須靖之

　　　　　　　　第 3 次補足調査（平成 8 年度）　津嶋知弘

　　　　　　　　第 8 次調査（平成 11 年度）　　  似内啓邦・今野公顕

　　　　　　　　第 12 次調査（平成 12 年度）　　平澤祐子

　野古Ａ遺跡　　第 6 次調査（平成 5 年度）　　　似内啓邦

　　　　　　　　第 6 次補足調査（平成 6 年度）　津嶋知弘

　　　　　　　　第 7 次調査（平成 6 年度）　　　三浦陽一・黒須靖之

　　　　　　　　第 8 次調査（平成 8 年度）　　　津嶋知弘

　　　　　　　　第 11 次調査（平成 12 年度）　　似内啓邦

　飯岡沢田遺跡　第 1 次調査（平成 7 年度）　　　似内啓邦・黒須靖之

　　　　　　　　第 2 次調査（平成 8 年度）　　　津嶋知弘

　飯岡才川遺跡　第 1 次調査（平成 8 年度）　　　八木光則・津嶋知弘

　向中野館遺跡　第 1 次調査（平成 7 年度）　　　似内啓邦・黒須靖之

　　　　　　　　第 2 次調査（平成 8 年度）　　　津嶋知弘

　細谷地遺跡　　第 2 次調査（平成 8 年度）　　　津嶋知弘

　矢盛遺跡　　　第 2 次調査（平成 11 年度）　　  似内啓邦・今野公顕・平澤祐子

　南仙北遺跡　　第 15 次調査（平成 7 年度）　　  藤岡光男・太田代由美子

　　　　　　　　第 16 次調査（平成 7 年度）　　  似内啓邦・黒須靖之

　　　　　　　　第 17 次調査（平成 7 年度）　　  藤岡光男

　　　　　　　　第 22 次調査（平成 8 年度）　　  三浦陽一

　　　　　　　　第 23 次調査（平成 8 年度）　　  津嶋知弘
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　南仙北遺跡　　第 24 次調査（平成 8 年度）　　  室野秀文

　　　　　　　　第 27 次調査（平成 10 年度）　　八木光則・津嶋知弘・平澤祐子

　　　　　　　　第 28 次調査（平成 10 年度）　　藤岡光男・菊池与志和

　　　　　　　　第 30 次調査（平成 10 年度）　　八木光則

　　　　　　　　第 31 次調査（平成 10 年度）　　八木光則

　　　　　　　　第 32 次調査（平成 10 年度）　　似内啓邦・三浦陽一・今野公顕

　　　　　　　　第 35 次調査（平成 12 年度）　　今野公顕・岩城志麻

　盛岡市教育委員会文化財保護関係職員（平成 20 年度）

教  育  長　八巻　恒雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育部長　宇夫方正人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育次長　菊地　　誠
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第 2章　遺跡群の位置と環境

　第１節　地理的環境

　盛岡市は岩手県の中央部に位置する。平成 4 年 4 月に南に隣接する都南村と，平成 18 年 1 月に北に隣接

する玉山村と合併し，人口 300,746 人 ( 平成 17 年国勢調査人口 )，面積 886.47k㎡の県庁所在地である。平成

20 年 4 月には中核市へ移行している。

　現在，市街地南西部の 313.5ha を対象に「盛岡南新都市開発整備事業」に係る土地区画整理事業が実施さ

れている。事業主体は独立行政法人都市再生機構（旧地域振興整備公団）で，平成 3 年 12 月に事業認可を受け，

平成７年 11 月より着工している。これにともない，事業区域内の埋蔵文化財発掘調査を平成 4 年度から県

埋文センターと市教育委員会が実施している。

　「盛南地区遺跡群」は，盛岡南新都市開発整備事業区域内に所在する計 17 遺跡，大宮北遺跡・小幅遺跡・

宮沢遺跡・鬼柳Ａ遺跡・稲荷遺跡・本宮熊堂Ａ遺跡・本宮熊堂Ｂ遺跡・野古Ａ遺跡・飯岡沢田遺跡・飯岡才

川遺跡・台太郎遺跡・向中野館遺跡・細谷地遺跡・矢盛遺跡・焼野遺跡・夕覚遺跡・南仙北遺跡が該当し，

盛岡市本宮字大宮・字小幅・字宮沢・字鬼柳・字熊堂・字稲荷・字野古，下鹿妻字北，向中野字千刈田・字

台太郎・字向中野・字八日市場・字野原・字才川・字細谷地・字鶴子・字幅，飯岡新田 1 地割沢・2 地割・

3 地割・4 地割，南仙北 2 丁目などに所在する（第 1 図）。

　盛岡は，岩手県から宮城県を南流する北上川に中津川・雫石川・簗川といった支流の合流点である北上盆

地の北端にあり，本遺跡群は，北上川の西岸とその支流である雫石川の南岸に広がる沖積段丘上に立地する

（第 2 図）。雫石川は奥羽山脈から東流し，鳥泊山と箱ヶ森に挟まれた北の浦付近 ( 市内上太田 ) で急激に流

路を狭められ，その狭窄部を抜け北上盆地に入り，北上川と合流する。雫石川の北岸には岩手山を供給源と

する火山砕石流堆積物と火山灰層がのる台地が発達していることにより，狭窄部以東の南岸に流路転換が顕

著に見られ，沖積段丘（砂礫段丘Ⅲ）が発達している。

　沖積段丘は，水成砂礫層を基底とし，その上に水成シルト層，そして表土が覆っている。基本層はおおむ

ねこの３層に分類されるが，砂礫層の上面高をはじめ、それぞれの層相・層厚は地点によって大きく異なる。

また，このシルト層は旧河道ばかりでなく，微高地などにも堆積している。このことは，この低位沖積段丘

は，雫石川が周辺の山地から供給される砂礫やシルトによって堆積され，さらに河道の定まらない雫石川の

下刻や堆積を繰り返されたことによるものと言える。雫石川の旧河道は幾筋も確認されており，連続する大

きなものは４条，そのほかにも網目状に細かな旧河道も確認されており，複雑な河道変遷を示す。それらに

画された微高地に，古代を中心とした遺跡が分布している。
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　第２節　歴史的環境

　本遺跡群の立地する沖積段丘上では，縄文時代～古墳時代にかけての遺構遺物の発見は少なく，遺跡のほ

とんどは７世紀中葉以降の集落遺跡といえる。

　縄文・弥生時代の遺構遺物は，本宮熊堂Ａ遺跡や台太郎遺跡で縄文時代晩期を中心とする竪穴住居跡や遺

物包含層が検出されている。その他の各遺跡からは遺物が散見する程度であり，主体的なものではない。ま

た，詳細な時期を特定する要素は乏しいが，飯岡才川遺跡など多くの遺跡で縄文時代の陥し穴が確認されて

いる。

　古墳時代末，7 世紀中葉の遺構遺物は，数は多くはないが台太郎遺跡などで確認されている。これ以降集

落が継続的に営まれる。奈良時代，8 世紀中葉以降竪穴住居跡を主体とした集落跡が増加する。この時期の

集落は，大型竪穴住居を中心としてその周囲に中～小型の竪穴住居が数棟ずつまとまりをもって分布する傾

向がある。

　９世紀，平安時代初頭の延暦 22 年 (803) には，本遺跡群の西方に「志波城」( 下太田方八丁他 ) が造営さ

れる。志波城は東北経営のために朝廷が造営した古代城柵であり，当時「蝦夷（エミシ）」と呼ばれていた人々

の社会に大きな影響を与えたと考えられる。征夷大将軍であった坂上田村麻呂が朝廷の命を受け造営した志

波城は，北側を流れる雫石川の度重なる洪水の被害を受け，およそ 10 年で文室綿麻呂の建議により徳丹城

( 矢巾町西徳田 ) に移転したことが記録に見られる。その後，徳丹城は 9 世紀中葉までにはその機能を停止し，

本地域も含む北上盆地一帯は，鎮守府胆沢城 ( 奥州市水沢区九蔵田 ) による一城統治の体制となる。

　以降，9 世紀中葉から本地域では竪穴住居を主体とした集落数が増加の一途をたどる。それにともない竪

穴住居の規模の大小差は縮小するようになり，重複が著しく見られるようになる傾向がある。その中でも，

向中野館遺跡の低湿地から古代の祭祀に関係すると考えられる遺物の出土や，飯岡沢田遺跡・飯岡才川遺跡

の円形周溝墓群や火葬骨蔵器など，本地域内の集落機能使の分化もみられる。

　また，9世紀後葉から10世紀中葉にかけては，地域の拠点的な集落も姿を現すようになる。細谷地遺跡では，

微高地の南斜面に沿うように 2 × 2 間の総柱の掘立柱建物跡が東西に並立し，倉庫群が存在したと考えられ

る。また大宮北遺跡や，本地域の北西，志波城跡の北東に隣接する林崎遺跡で，規模の大きな官衙的な掘立

柱建物を計画的に配置した集落も発見されており，在地有力者の拠点と考えられる。

　11 ～ 12 世紀にかけての様相ははっきりしないが，12 世紀末～ 13 世紀初頭頃のものと考えられるかわら

けが，大宮遺跡の大溝跡から多量に出土している。13 世紀後半には，台太郎遺跡で不整五角形の平面形と

なる居館が営まれ，地域を支配した豪族の存在が想定される。さらに同遺跡では，土坑墓群や宗教施設と考

えられる遺構も検出されており，出土遺物から 15 世紀頃までの存続が考えられる。また向中野館遺跡や矢

盛遺跡でも，堀跡が検出されており，出土遺物やその平面形から 16 世紀代を中心とする居館と考えられて

いる。

　江戸時代に入ると，雫石川は現在の流路となり，旧河道の東側には奥州道中（街道）や仙北組町が開かれ，

本地域は水田地帯に農家が点在する農村地帯となる。各遺跡からは曲屋などの掘立柱建物跡や土坑墓，南仙

北遺跡では道路跡などの近世の遺構が発見されており，この姿は盛南開発が行われる直前の本地域の様子と

大きく違いが無いものと考えられる。
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第 3章　調査成果

　第１節　稲荷遺跡（第1次 ･2次調査）

　１．遺跡の立地
　稲荷遺跡は，803 年に造営された古代城柵である志波城跡の南東約 1.2km に位置し，北と東に本宮熊堂Ｂ

遺跡，南に野古Ａ遺跡，西に鬼柳Ａ遺跡が周囲に位置している。志波城跡や周囲の遺跡と同様に低位沖積段

丘上にあり，幅 20 ～ 50 ｍ，比高差 1 ｍ程度の細かな旧河道によって分断された微高地上に立地している。

遺跡範囲は東西約 430 ｍ，南北約 270 ｍをはかる ( 第 3 図 )。

　２．調査内容
　(1) 第 1 次調査 ( 平成 6 年度 )

　今次調査区は，遺跡の北部，南部，東部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として

実施した。調査対象面積14,595㎡について，重機により幅約2ｍの試掘トレンチ74本を設定し(調査面積2,143

㎡ )，黄褐色シルト上面まで掘り下げ，遺構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，遺跡南部と東部に縄文時代，

古代，近世と推定される遺構・遺物が検出されたため，その範囲を要本調査地区とし，その他の範囲は調査

終了地区とした ( 第 3 図 )。

　(2) 第 2 次調査 ( 平成 8 年度 )

　今次調査区は，遺跡の西部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施した。調

査対象面積 2,134㎡について，重機により幅約 1.5 ｍの試掘トレンチ 12 本を設定し ( 調査面積 234㎡ )，耕作

土直下のシルト漸移層上面まで掘り下げ，遺構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，調査区北部に古代と推

定される遺構・遺物が検出されたため，その範囲を要本調査地区とし，その他の範囲は調査終了地区とした

( 第 3 図 )。
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　第２節　本宮熊堂Ａ遺跡（第2次・2次補足調査）

　１．遺跡の立地
　本宮熊堂Ａ遺跡は，志波城跡の南東約 1.5km に位置し，南に本宮熊堂Ｂ遺跡と隣接しているが，1 ｍほど

低い面となっている。志波城跡や周囲の遺跡と同様に低位沖積段丘上にあり，その北東縁辺部にあたり，遺

跡の北側は雫石川旧河道に面している。遺跡範囲は東西約 200 ｍ，南北約 200 ｍをはかる ( 第 3 図 )。

　

　２．調査内容
　(1) 第 2 次調査 ( 平成 6 年度 )

　今次調査区は，遺跡の北半部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施した。

調査対象面積 13, 290㎡について，重機により幅約 2 ｍの試掘トレンチ 81 本を設定し ( 調査面積 2,835㎡ )，

黄褐色シルト上面まで掘り下げ，遺構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，調査区中央部と東部に縄文時代，

古代と推定される遺構・遺物が検出されたため，その部分を要本調査地区とし，その他の部分は調査終了地

区とした ( 第 3 図 )。

　(2) 第 2 次補足調査 ( 平成 8 年度 )

　今次調査区は，遺跡の南半部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施した。

調査対象面積 1,679㎡について重機により，幅約 1.5 ｍの試掘トレンチ 36 本を設定し ( 調査面積 1,679㎡ )，

調査区の南半部では水田耕作土直下のややグライ化した粘土質シルト上面まで，また北半部では水田耕作土

直下の黄褐色シルト上面まで掘り下げ，遺構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，調査区北半部では検出面

で古代の遺構が検出され，また粘土質シルト層より縄文時代晩期と古代の土器が出土した。また調査区北半

部では検出面で古代の遺構が検出され，また黄褐色シルト層より縄文時代晩期と古代の土器が出土した。こ

のため，全範囲を要本調査地区とした ( 第 3 図 )。
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　第３節　本宮熊堂Ｂ遺跡（第3次・3次補足 ･8次 ･12次調査）

　１．遺跡の立地
　本宮熊堂Ｂ遺跡は，志波城跡の南東約 1.5km に位置し，北に本宮熊堂Ａ遺跡，南に野古Ａ遺跡，西に稲

荷遺跡が位置している。志波城跡や周囲の遺跡と同様に低位沖積段丘上にあり，その北東縁辺部にあたり，

遺跡の東側は雫石川旧河道に面している。遺跡範囲は東西約 620 ｍ，南北約 380 ｍをはかる ( 第 3 図 )。

　２．調査内容
　(1) 第 3 次調査（平成 7 年度）

　今次調査区は，遺跡の東部及び中央部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実

施した。調査対象面積 6,323㎡について重機により，幅約 2 ｍの試掘トレンチ 40 本を設定し ( 調査面積 2,759

㎡ )，表土直下まで掘り下げ，遺構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，両調査区ともに古代と推定される

遺構・遺物が検出されたため，全範囲を要本調査地区とした ( 第 3 図 )。

　(2) 第 3 次補足調査（平成 8 年度）

　今次調査区は，遺跡の東部 ･ 中央部 ･ 西部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査とし

て実施した。調査対象面積 26,011㎡について重機により，幅約 1.5 ｍの試掘トレンチ 87 本を設定し ( 調査面

積 3,422㎡ )，表土直下の黄褐色シルト層または砂質シルト層上面まで掘り下げ，遺構 ･ 遺物の有無を確認し

た。その結果，西部調査区の一部を除き各調査区から古代と推定される遺構・遺物が検出されたため，その

部分を要本調査地区とし，その他の部分は調査終了地区とした ( 第 3 図 )。

　(3) 第 8 次調査（平成 11 年度）

　今次調査区は，遺跡の東部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した。調査面積

は 1,289㎡。重機により表土を除去し，黒褐色～黄褐色シルト層上面で遺構検出を行った。調査区内の旧地

形は，南から北へと傾斜している。

　ａ．遺構と遺物

検出された遺構は，古代以降の溝跡 5 条 ･ 遺物包含層である ( 第 9 図 )。

　・溝跡

ＲＧ０７０（第 10・11 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　ＲＧ０７１･ ０７２･ ０７３･ ０７４( 旧 )

規模　幅 0.3 ～ 1.1 ｍ ･ 深さ 0.15 ～ 0.5 ｍ ･ 延長約 35.6 ｍ以上 ( 調査区外 )，北西から南東方向に走る

埋土　第 3 表　　出土遺物　土師器甕，須恵器坏，あかやき土器坏，破片で摩滅している



10

ＲＧ０７１（第 11 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　ＲＧ０７０( 新 )，ＲＧ０７２

規模　幅 0.4 ～ 0.7 ｍ ･ 深さ 0.25 ～ 0.3 ｍ ･ 延長約 15.5 ｍ以上 ( 調査区外 )，東北東から西南西方向に走る

埋土　第 3 表　　出土遺物　土師器高台付坏

ＲＧ０７２（第 11 図）

位置　調査区北部　　重複関係　ＲＧ０７１･ ０７３

規模　幅 0.3 ～ 0.4 ｍ ･ 深さ約 0.2 ｍ ･ 延長約 7.4 ｍ，東西方向に走りＲＧ０７０と０７１を結ぶ

埋土　第 3 表　　出土遺物　なし

ＲＧ０７３（第 11 図）

位置　調査区北部　　重複関係　ＲＧ０７０( 新 )，ＲＧ０７２

規模　幅約 0.4 ｍ ･ 深さ 0.15 ～ 0.3 ｍ ･ 延長約 3.0 ｍ，南東から北西方向に走りＲＧ０７０と０７２を結ぶ

埋土　第 3 表　　出土遺物　なし

ＲＧ０７４（第 10 図）

位置　調査区東部中央　　重複関係　ＲＧ０７０( 新 )

規模　幅 0.4 ～ 0.8 ｍ ･ 深さ 0.15 ～ 0.4 ｍ ･ 延長約 10.5 ｍ以上 ( 調査区外 )，南東から北西方向に走る

埋土　第 3 表　　出土遺物　なし

　・遺物包含層

　遺構検出面のうち，調査区南西隅を除く全面が希薄な遺物包含層となっていることをサブトレンチにて確

認した（第 10 図）。出土遺物は，土師器坏 ･ 甕，あかやき土器坏 ･ 高台付坏 ･ 甕，須恵器甕の破片であり，

摩滅しているものが多いことから，二次堆積によるものと考えられる（土層は第 3 表を参照）。

　(4) 第 12 次調査（平成 12 年度）

　今次調査区は，遺跡の東部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した。調査面積

は 1,663㎡。重機により表土を除去し，黄褐色シルト層及び黒色土上面で遺構検出を行った。調査区は西側

のＡ区，東側のＢ区に分かれ，Ａ区よりＢ区が一段低くなっている。

　ａ．遺構と遺物

　調査の結果，平安時代の竪穴住居跡 5 棟，柱穴 1 口，遺物包含層を検出した ( 第 12 図 )。

　・竪穴住居跡

ＲＡ０２７（第 13 図）

位置　調査区Ａ区北西部　　重複関係　なし　　平面形　隅丸方形

規模　東西約 4.5 ｍ，南北約 4.3 ｍ，深さ 0.3 ～ 0.4 ｍ

カマド方向　E20.5°S，東カマド，長い煙道 (1.25 ｍ )　　埋土　第 4 表



11

カマド　両袖残存，石を使用して構築　　

床の状態　カマド部分に炊き口の焼け面，床構築土あり　　貯蔵穴　カマド南隣に 1 基

出土遺物（第 51 ～ 53 図，第 20 表）　土師器坏（001･002）・高台付坏（012）・甕・小型甕，あかやき土器坏

（003 ～ 011）・高台付坏（012 ～ 015）・鉢（016）・甕（017 ～ 021）・小型甕，須恵器坏，墨書「田」（あかや

き土器坏，011），軽石 ( 砥石？ )

時期　平安時代（9 世紀後半）

ＲＡ０２８（第 14 図）

位置　調査区Ａ区中央部　　重複　なし　　平面形　不整隅丸方形

規模　東西 6.3 ～ 7.2 ｍ，南北約 6.9 ｍ，深さ 0.35 ～ 0.45 ｍ

カマド方向　E36.5°S，東カマド，長い煙道 (0.65 ｍ )　　埋土　第 4 表

床の状態　床面構築土あり　　柱穴　主柱穴 4 口，直径 0.6 ～ 0.8 ｍ，深さ 0.15 ～ 0.45 ｍ

出土遺物（第 54 図，第 20 表）　土師器坏（022 ～ 024）・高台付坏・甕・小型甕，あかやき土器坏（025 ～

027）・高台付坏，須恵器坏・甕（028），墨書土器「（不明）」（あかやき土器坏，027）

時期　平安時代（9 世紀後半）

ＲＡ０２９（第 15 図）

位置　調査区Ｂ区南西部　　重複関係　なし　　平面形　隅丸方形

規模　東西約 4.5 ｍ，南北約 4.7 ｍ，深さ約 0.05 ｍ ( ほとんど削平 )

カマド方向　E23.5°S，東カマド，長い煙道 (1.55 ｍ )　　

埋土　第 4 表，最上層（A1 層）に白色火山灰を含む

床の状態　床面構築土あり，中央に硬化面あり　　貯蔵穴　カマド北隣に 1 基 (Pit3)

柱穴

出土遺物（第 55 図，第 20 表）　土師器坏・甕（030），あかやき土器坏（029）・甕，須恵器坏・甕

時期　平安時代（9 世紀後半）

ＲＡ０３０ａ・ｂ（第 16 図）

位置　調査区Ｂ区西部　　重複関係　なし　　平面形　隅丸方形

規模　東西約 7.9 ｍ，南北約 7.5 ｍ，深さ 0.1 ～ 0.35 ｍ

カマド方向　E36.0°S，東カマド，長い煙道 (1.77 ｍ )　　

埋土　第 5 表，a 期 ･ ｂ期埋土ともに白色火山灰を含む

床の状態　断面よりカマド部分に上下 2 枚の炊き口の焼け面が確認できることから，同じ位置での 2 時期の
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カマド（ａ・ｂ期）の存在が考えられる。壁際に周溝あり。カマド北隣に貯蔵穴 1 基 (Pit3) があり，土器が

まとまって出土している。

柱穴　Pit14 は主柱穴の一つと考えられ，直径約 0.4 ｍ・深さ 0.5 ｍ。その他 10 口以上の柱穴がある。

出土遺物（第 56･57 図，第 20 表）　土師器坏（031 ～ 033）・大型坏（034）・甕（046）・小型甕，あかやき土

器坏（035 ～ 044）・高台付坏（045）・甕（047），須恵器坏・甕（048・049），軽石（砥石？），鉄製品（刀子？）

時期　平安時代（9 世紀後半）

ＲＡ０３１（第 17 図）

位置　調査区Ｂ区南西部　　重複関係　なし　　平面形　不整隅丸方形

規模　東西約 4.2 ｍ，南北約 3.8 ｍ，深さ約 0.05 ｍ（ほとんど削平）

カマド方向　東カマド，長い煙道約 1.4 ｍ　　埋土　第 5 表

床の状態　カマド部分に炊き口の焼け面，カマド南隣と西壁南側に貯蔵穴 2 基（Pit1・2）

出土遺物　土師器坏・甕，あかやき土器坏，須恵器甕・瓶　　時期　平安時代

　・ピット

Ｐ１（第 17 図）

位置　調査区Ｂ区南西部　　平面形　不整円形　　規模　直径約 0.5 ｍ，深さ 0.15 ｍ，柱痕跡あり

埋土　第 5 表

　・遺物包含層（第 12 図）

位置　調査区Ｂ区東半部（第 8 次調査区より続くもの）　　土層　第 5 表，Ⅱ層に白色火山灰を含む

規模　北西から南東にかけて幅 8 ～ 9 ｍの帯状，層厚 0.1 ～ 0.2 ｍ（遺物の出土はⅡａ・Ⅱｂ層のみ）

出土遺物　土師器坏・高台付坏・甕，あかやき土器坏・高台付坏・甕，須恵器坏・甕，摩滅した破片が多い
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　第４節　野古Ａ遺跡（第6次・6次補足 ･7次 ･8次 ･11次調査）

　１．遺跡の立地
　野古Ａ遺跡は，志波城跡の南東約 1.3km に位置し，北西に稲荷遺跡，北東に本宮熊堂Ｂ遺跡，南東に飯

岡沢田遺跡が囲んでいる。なお，本遺跡と後述する飯岡沢田遺跡は，現在は近世に開削された農業用水路で

ある鹿妻新堰により分断されているものの，本来の地形的には一連の集落遺跡であると考えられる。志波城

跡や周囲の遺跡と同様に低位沖積段丘上にあり，その北東縁辺部にあたり，遺跡の東側は雫石川旧河道に面

している。遺跡範囲は東西約 640 ｍ，南北約 400 ｍをはかる ( 第 4 図 )。

　２．調査内容
　(1) 第 6 次 ･6 次補足調査（平成 5・6 年度）

　今次調査区は，遺跡の東部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業区域内の現地換地の住宅新築に伴う本調

査として実施した。平成 5 年度の本調査終了後に建築位置の変更が生じたため，平成 6 年度に拡張部分の補

足調査を実施することとなったものである。調査面積は2ヶ年合計で550㎡である。重機により表土を除去し，

黄褐色土上面にて遺構検出を行った。

　なお，本調査にあたっては，調査区北側にあった東北電力仙北変電所との境界杭を基準点とした任意座標

の 2 ｍメッシュグリットを使用している。

　ａ．遺構と遺物

　調査の結果，奈良時代の竪穴住居跡 1 棟，平安時代の竪穴住居跡 1 棟・掘立柱建物跡 2 棟，古代の竪穴住

居跡 1 棟・土坑 11 基・溝跡 1 条・円形周溝 1 基・竪穴状遺構 1 基・柱穴 7 口を検出した（第 18 図）。

　・竪穴住居跡

ＲＡ００５（第 19 図）

位置　調査区南西部　　重複関係　なし　　平面形　不整隅丸方形

規模　東西 4.6 ～ 5.2 ｍ，南北 4.2 ～ 4.5 ｍ，深さ 0.4 ～ 0.45 ｍ

カマド方向　東カマド，長い煙道（1.4 ｍ）　　埋土　第 6 表，中層（B1 層）に白色火山灰を含む

カマド　両袖残存　　床の状態　カマド部分に焚口の焼け面，西壁南部に炭化物の塊　　

貯蔵穴　北東隅と南東隅に貯蔵穴 2 基 (Pit1・2)　　 

出土遺物（第 58 図，第 21 表）　土師器坏・甕，あかやき土器坏・甕・小型甕 (050)，須恵器甕・長頸瓶

時期　平安時代（10 世紀前半？）

ＲＡ００６（第 20・21・22 図）

位置　調査区南東部　　重複関係　ＲＤ００５（新），ＲＸ００１　　平面形　隅丸方形

規模　東西約 7.0 ｍ，南北約 7.0 ｍ，深さ 0.75 ～ 0.85 ｍ

カマド方向　西カマド，長い煙道（トンネル状，1.2 ｍ）　　
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埋土　第 6 ～ 8 表，上層（A 層）に白色火山灰を含む　　カマド　両袖残存　　

床の状態　カマド部分に焚き口の焼け面，カマド東部に焼け面，周溝及び仕切り状の溝あり，埋土下層（C 層）

一面に炭化材と焼土（第 22 図）。焼失家屋と考えられる。

貯蔵穴　カマド南隣（Pit20），東壁南部（Pit12），北壁東部（Pit5・6・7）に計 5 基

柱穴　主柱穴 4 口（Pit1・2・3・4）

出土遺物（第 58 図 , 第 21 表）　土師器坏（A 層はロクロ使用，B・C 層は丸底）・高台付坏・小型鉢 (051･052)，

甕 (053 ～ 060)・球胴甕 (061)，あかやき土器（A 層のみ）坏・甕・小型甕，須恵器（A 層のみ）坏・甕

時期　奈良時代（8 世紀前半？）

ＲＡ００７（第 19 図）

位置　調査区南西部　　重複関係　なし（大部分が調査区外）　　平面形　隅丸方形？

規模　東西 3.8 ｍ以上，南北 1.0 ｍ以上（調査区外）

建築工事の掘削外のため，検出のみとし保存措置とした。

　・掘立柱建物跡

ＲＢ００１（第 23 図）

位置　調査区西部　　重複関係　ＲＤ００３　　構造　1 間× 1 間

規模　柱間約 1.8 ｍ等間　　柱穴埋土　第 9 表

柱穴

時期　平安時代

ＲＢ００２（第 24 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　ＲＤ０１１　　構造　1 間× 1 間

規模　桁行柱間約 2.7 ｍ，梁行柱間西側約 1.8 ｍ・東側約 1.65 ｍ

建物方向　東西棟　　柱穴埋土　第 9 表，一部白色火山灰を含む
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柱穴

時期　平安時代

　・土坑

ＲＤ００２（第 23 図）

位置　調査区西部　　重複関係　なし　　平面形　不整楕円形

規模　長軸 1.8 ｍ，短軸 1.0 ｍ，深さ 0.15 ｍ　　埋土　第 9 表

出土遺物　あかやき土器坏・甕

ＲＤ００３（第 23 図）

位置　調査区西部　　重複関係　ＲＢ００１　　平面形　隅丸長方形

規模　長辺 2.25 ｍ，短辺 0.75 ｍ，深さ約 0.35 ｍ，底面に浅いピット 1 口　　

埋土　第 9 表，礫を多く含む

形状と埋土の状況から土坑墓の可能性がある。

ＲＤ００４（第 23 図）

位置　調査区中央部　　重複関係　ＲＤ００７（新）　　平面形　不整円形

規模　直径 0.9 ～ 1.0 ｍ，深さ約 0.25 ｍ　　埋土　第 9 表

出土遺物　土師器坏，あかやき土器坏

ＲＤ００５（第 23 図）

位置　調査区中央部　　重複関係　ＲＡ００６（旧）　　平面形　不整円形

規模　直径 1.0 ～ 1.1 ｍ，深さ約 0.25 ｍ　　埋土　第 9 表，白色火山灰を含む

出土遺物　土師器坏，あかやき土器坏

ＲＤ００６（第 23 図）

位置　調査区中央部　　重複関係　ＲＤ００７（新）　　平面形　不整円形

規模　直径約 0.9 ｍ，深さ約 0.2 ｍ　　埋土　第 9 表　　出土遺物　あかやき土器坏

ＲＤ００７（第 23 図）

位置　調査区中央部　　重複関係　ＲＤ００４（旧），ＲＤ００６（新）　　平面形　不整楕円形

規模　長軸 1.55 ｍ，短軸 0.9 ｍ，深さ 0.1 ～ 0.15 ｍ　　埋土　第 9 表
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ＲＤ００８（第 23 図）

位置　調査区中央部　　重複関係　なし　　平面形　不整円形

規模　直径 1.05 ～ 1.2 ｍ，深さ 0.15 ～ 02 ｍ　　埋土　第 9 表

ＲＤ００９（第 24 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　なし　　平面形　不整楕円形

規模　長軸 1.9 ｍ，短軸 1.3 ｍ，深さ 0.8 ｍ　　

埋土　第 10 表，上層（A2 層）に白色火山灰含む，下半（C 層）は人為堆積

底面　凹凸あり，西部に袋状ピット　　出土遺物　土師器坏・甕，あかやき土器坏（C 層）

埋土下半が人為堆積であり，土坑墓の可能性がある。

ＲＤ０１０（第 24 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　なし　　平面形　不整長方形？（調査区外）

規模　東西 1.7 ｍ，南北 0.7 ｍ以上（調査区外），深さ 0.6 ｍ　　

埋土　第 10 表

底面　掘削時の鋤痕跡と考えられる浅い小ピット多数

埋土が人為堆積であることから，土坑墓の可能性がある。

ＲＤ０１１（第 24 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　ＲＢ００２　　平面形　不整楕円形

規模　長軸 1.55m，短軸 0.65 ｍ，深さ 0.3 ｍ　　埋土　第 10 表

底面　皿状で小ピットがみられる　

ＲＤ０１２（第 25 図）

位置　調査区南西部　　重複関係　なし　　平面形　不整楕円形？（調査区外）

規模　長軸 1.0 ｍ以上（調査区外），短軸 1.1 ｍ，深さ 0.4 ｍ　　埋土　第 10 表

出土土器　土師器坏・甕

　・溝跡

ＲＧ００１（第 25 図）

位置　調査区南西部　　重複関係　なし　

規模　幅 0.3 ～ 0.45 ｍ，長さ 8.8 ｍ，深さ約 0.05 ｍ，ほぼ東西に走る　　埋土　第 10 表

出土遺物　あかやき土器坏，須恵器甕

　・円形周溝

ＲＸ００１（第 25 図）

位置　調査区東部　　重複関係　ＲＺ００１（新）　　平面形　不整円形

規模　全体直径約 5.9 ｍ，溝幅 0.6 ～ 0.75 ｍ，深さ 0.4 ～ 0.45 ｍ　　埋土　第 10 表
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底面　掘削時の鋤痕跡と考えられる浅い小ピット多数　　出土遺物　土師器甕

形状から円形周溝墓と考えられる。

　・竪穴状遺構

ＲＺ００１（第 25 図）

位置　調査区東部　　重複関係　ＲＸ００１（旧）　　平面形　不整隅丸方形

規模　南北 3.8 ｍ，東西 3.8 ｍ，深さ 1.2 ～ 1.3 ｍ　　

埋土　第 10 ～ 12 表，上部（A1 層 ,B1･2･5 層 ,C1 層）に白色火山灰を含む，下半（B ～ E 層）が人為堆積

床の状態　底面に浅い小ピット 15 口 (Pit1 ～ 15)，床面構築土あり

出土遺物　土師器坏・甕，あかやき土器坏・甕，須恵器甕・長頸瓶

埋土下半が人為堆積であり，深さがあることから大規模な土坑墓（集団墓？）の可能性が考えられる。

　・ピット

　調査区東部に 3 口，北東部に 2 口，北西部に 2 口の計 7 口のピットを確認した。埋土土層は第 12 表を参照。

白色火山灰を含むものがある（P1･2･4･7）。

　(2) 第 7 次調査（平成 6 年度）

　今次調査区は，遺跡の北西部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施した。

調査対象面積 10,878㎡について，重機により幅約 2 ｍの試掘トレンチ 52 本を設定し (2,602㎡ )，遺構 ･ 遺物

の有無を確認した。その結果，調査区南半部に古代と推定される遺構・遺物が検出されたため，その部分を

要本調査地区とし，その他の部分は調査終了地区とした（第 4 図）。
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　(3) 第 8 次調査（平成 8 年度）

　今次調査区は，遺跡の中央及び南東部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実

施した。調査対象面積 29,955㎡について，重機により幅約 1.5 ｍの試掘トレンチ 109 本を設定し (4,442㎡ )，

遺構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，中央部の一部を除き，両調査区に古代と推定される遺構・遺物が

検出されたため，その部分を要本調査地区とし，その他の部分は調査終了地区とした（第 4 図）。

　(4) 第 11 次調査（平成 12 年度）

　今次調査区は，遺跡の東端部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した。調査面

積は 1,080㎡である。重機により表土を除去し，調査区中央部では黄褐色土，南北端部では黄褐～黒褐色土

上面にて遺構検出を行った。なお，現地調査の図面 ･ 写真資料のほとんどが罹災 ･ 焼失しているため，遺構

の記述は可能な部分のみとした。

　ａ．遺構と遺物

　調査の結果，奈良時代の竪穴住居跡 4 棟，平安時代の竪穴住居跡 3 棟，古代の土坑 2 基 ･ 溝跡 7 条を検出

した（第 27 図）。

　・竪穴住居跡

ＲＡ００８（第 28 図）

位置　調査区北西部　　重複関係　なし　　平面形　隅丸方形　　規模　東西 5.3 ｍ，南北 5.0 ｍ

カマド方向　E27.5°S，東カマド（短い煙道 0.4 ｍ）

床面施設　柱穴 6 口，貯蔵穴 2 基 ( 東壁北端，カマド北隣 )

出土遺物（第 62 図，第 22 表）　土師器坏 (062)･ 甕 (066･067)，あかやき土器坏 (063 ～ 065)･ 甕，須恵器甕，

墨書「（不？）」（065，あかやき土器坏），刻書「  」（062，土師器坏）

時期　平安時代（10 世紀前半）

ＲＡ００９（第 28 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　なし　　平面形　隅丸方形　　規模　東西 4.3 ｍ，南北 3.6 ｍ

カマド方向　E28.5°S，東カマド（長い煙道 1.3 ｍ）　　床面施設　貯蔵穴 1 基 ( 東壁南端 )

出土遺物（第 63 図，第 22 表）　土師器甕，あかやき土器坏 (068･069)･ 高台付坏 (070･071)，砥石 ( 軽石 )

時期　平安時代（10 世紀前半）

ＲＡ０１０（第 28 図）

位置　調査区中央西部　　重複関係　なし　　平面形　隅丸方形　　規模　東西 4.1 ｍ，南北 4.0 ｍ

カマド方向　E26.0°S，東カマド（長い煙道 0.9 ｍ）　　床面施設　貯蔵穴 1 基 ( 東壁南端 )

出土遺物（第 64 図，第 22 表）　土師器坏 (072 ～ 075)･ 高台付坏 ･ 甕 (076)，あかやき土器坏，須恵器坏 ･ 甕

時期　平安時代（10 世紀前半）
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ＲＡ０１１（第 28 図）

位置　調査区中央西部　　重複関係　なし　　平面形　隅丸方形　　規模　東西 4.0 ｍ，南北 3.5 ｍ

カマド方向　E28.0°S，東カマド（長い煙道 0.9 ｍ）　　床面施設　貯蔵穴 1 基 ( 東壁南端 )

出土遺物（第 65 図，第 22 表）　土師器坏 (077)･ 甕，あかやき土器坏 (078･079)･ 甕 (080)

時期　平安時代（10 世紀前半）

ＲＡ０１２（第 29 図）

位置　調査区南部　　重複関係　なし　　平面形　隅丸方形　　規模　東西 4.0 ｍ，南北 3.7 ｍ

カマド方向　N39.0°W，北カマド（長い煙道 1.1 ｍ）　　床面施設　貯蔵穴 2 基 ( 北壁東端 ･ 南壁中央 )

出土遺物（第 66 図，第 22 表）　土師器坏 (081)･ 甕 (082･083)･ 小型甕 (085)･ 球胴甕 (084)，砥石

時期　奈良時代（8 世紀前半）

ＲＡ０１３（第 29 図）

位置　調査区南部　　重複関係　ＲＧ００７と重複　　平面形　隅丸方形（推定）

規模　南北 3.8 ｍ ･ 東西 2.2 ｍ以上（削平）

カマド方向　W36.0°N，西カマド（長い煙道 1.4 ｍ）　　

出土遺物（第 67 図，第 22 表）　土師器坏 (086)･ 高台付坏 (087)･ 甕 ･ 球胴甕

時期　奈良時代（8 世紀前半）

ＲＡ０１４（第 28 図）

位置　調査区中央東部，検出のみ（平成 13 年度に県埋文センターが第 12 次調査ＲＡ０１４竪穴住居跡とし

て調査 ･ 報告している）。

時期　奈良時代（8 世紀）

　・土坑

ＲＤ０１５（第 29 図）

位置　調査区南部　　重複関係　なし　　平面形　不整円形　　規模　長軸 1.7 ｍ ･ 短軸 1.5 ｍ

ＲＤ０１６（第 28 図）

位置　調査区中央西部　　重複関係　なし　　平面形　不整楕円形？（調査区外）

規模　長軸 1.7 ｍ以上（調査区外）･ 短軸 1.0 ｍ

　・溝跡

ＲＧ００５（第 29 図）

位置　調査区南部　　重複関係　なし

規模　幅約 0.3 ～ 0.5 ｍ ･ 延長約 5.5 ｍ，北北東から南南西方向に走る
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ＲＧ００６（第 29 図）

位置　調査区南部　　重複関係　なし

規模　幅約 0.3 ～ 0.4 ｍ ･ 延長約 2.0 ｍ，南北方向に走る

ＲＧ００７（第 29 図）

位置　調査区南部　　重複関係　ＲＡ０１３竪穴住居跡と重複

規模　幅約 0.4 ｍ ･ 延長約 12.6 ｍ，北東から南西方向に走る

ＲＧ００８（第 28 図）

位置　調査区南部　　重複関係　ＲＧ００９溝跡と重複

規模　幅約 1.4 ～ 2.0 ｍ ･ 延長約 18.8 ｍ以上（調査区外），北西から南東方向に走る

ＲＧ００９（第 28 図）

位置　調査区北部　　重複関係　ＲＧ００８溝跡と重複

規模　幅約 1.0 ～ 1.5 ｍ ･ 延長約 14.3 ｍ以上（調査区外），北西から南東方向に走る

ＲＧ０１０（第 28 図）

位置　調査区北部　　重複関係　なし

規模　幅約 0.7 ｍ以上（調査区外）･ 延長約 14.2 ｍ以上（調査区外），北西から南東方向に走る

ＲＧ０１１（第 28 図）

位置　調査区北部　　重複関係　なし

規模　幅約 0.8 ～ 1.3 ｍ ･ 延長約 14.2 ｍ以上（調査区外），北西から南東方向に走る
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　第５節　飯岡沢田遺跡（第1次 ･2次調査）

　１．遺跡の立地
　飯岡沢田遺跡は，志波城跡の南東約 1.8km に位置し，北西に野古 A 遺跡，東に台太郎遺跡，南に飯岡才

川遺跡が囲んでいる。なお，前述のとおり本遺跡と野古 A 遺跡は，現在は近世に開削された農業用水路で

ある鹿妻新堰により分断されているものの，本来の地形的には一連の集落遺跡であったと考えられる。志波

城跡や周囲の遺跡と同様に低位沖積段丘上にあり，その北東部にあたり，遺跡の東側は旧河道に面している。

遺跡範囲は東西約 340 ｍ，南北約 310 ｍをはかる ( 第 5 図 )。

　２．調査内容
　(1) 第 1 次調査（平成 7 年度）

　今次調査区は，遺跡の西端に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施した。調

査対象面積 2,197㎡について，重機により幅約 2 ｍの試掘トレンチ 10 本を設定し ( 調査面積 384㎡ )，遺構 ･

遺物の有無を確認した。その結果，遺構・遺物が検出されなかったため，全範囲について調査終了地区とし

た ( 第 5 図 )。

　(2) 第 2 次調査（平成 8 年度）

　今次調査区は，遺跡の北部及び南部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施

した。調査対象面積 31,649㎡について，重機により幅約 1.5 ｍの試掘トレンチ 82 本を設定し ( 調査面積 2,965

㎡ )，遺構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，調査区北東部から古代と推定される遺構・遺物が検出され

た一方，調査区南東部の大部分で遺構・遺物が検出されなかった。そのため，遺構 ･ 遺物の検出された調査

区については要本調査地区とし，その他の部分は調査終了地区とした ( 第 5 図 )。
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　第６節　飯岡才川遺跡（第1次調査）

　１．遺跡の立地
　飯岡才川遺跡は，志波城跡の南東約 2.1km に位置し，北西に飯岡沢田遺跡，北に台太郎遺跡，南東に向

中野館遺跡・細谷地遺跡，南西に矢盛遺跡が囲んでいる。志波城跡や周囲の遺跡と同様に低位沖積段丘上に

あり，その南東部にあたり，遺跡の北東側は旧河道に面している。遺跡範囲は東西約 610 ｍ，南北約 300 ｍ

をはかる ( 第 5 図 )。

　２．調査内容
　(1) 第 1 次調査（平成 8 年度）

　今次調査区は，遺跡の西半部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施した。

調査対象面積 42,195㎡について，重機により幅約 2.5 ｍの試掘トレンチ 29 本 ･ 幅約 1.5 ｍの試掘トレンチ 21

本を設定し ( 調査面積 5,672㎡ )，遺構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，調査区の一部を除き広い範囲か

ら古代と推定される遺構・遺物が検出されたため，その部分を要本調査地区とし，その他の部分は調査終了

地区とした ( 第 5 図 )。
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　第７節　向中野館遺跡（第1次 ･2次調査）

　１．遺跡の立地
　向中野館遺跡は，志波城跡の南東約 2.4km に位置し，北に台太郎遺跡，西に飯岡才川遺跡，南に細谷地

遺跡が位置する。周囲の遺跡と同様に低位沖積段丘上にあり，遺跡の東側は北上川旧河道に面している。遺

跡範囲は東西約 100 ｍ，南北約 220 ｍをはかる。遺跡内に土塁の残存がみられ，中世における在地領主の居

館跡と考えられる ( 第 6 図 )。

　２．調査内容
　(1) 第 1 次調査（平成 7 年度）

　今次調査区は，遺跡の北部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施した。調

査対象面積 3,762㎡について，重機により幅約 2 ｍの試掘トレンチ 15 本を設定し ( 調査面積 991㎡ )，遺構 ･

遺物の有無を確認した。その結果，古代と推定される遺構・遺物が検出されたため，全範囲を要本調査地区

とした ( 第 6 図 )。

　(2) 第 2 次調査（平成 8 年度）

　今次調査区は，遺跡の北部 ･ 南部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施し

た。調査対象面積 880㎡について，重機により幅約 1.5 ｍの試掘トレンチ 4 本，及び 2 × 2 ｍグリット 16 箇

所を設定し ( 調査面積 110㎡ )，遺構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，北部と南部西半から古代と推定さ

れる遺構・遺物が検出されたため，その部分を要本調査地区とし，その他の部分は調査終了地区とした ( 第

6 図 )。
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　第８節　細谷地遺跡（第2次調査）

　１．遺跡の立地
　細谷地遺跡は，志波城跡の南東約 2.5km に位置し，北に向中野館遺跡が隣接，北西に飯岡才川遺跡，南

西に矢盛遺跡，南東に南仙北遺跡が囲んでいる。なお，志波城跡や周囲の遺跡と同様に低位沖積段丘上にあ

り，その南端縁辺部にあたり，遺跡の東側は北上川旧河道に面している。遺跡範囲は東西約 600 ｍ，南北約

280 ｍをはかる ( 第 6 図 )。

　２．調査内容
　(1) 第 2 次調査（平成 8 年度）

　今次調査区は，遺跡の東部 ･ 西部に点在して位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査とし

て実施した。調査対象面積13,576㎡について，重機により幅約1.5ｍの試掘トレンチ26本，及び2×2ｍグリッ

ト 6 箇所を設定し ( 調査面積 975㎡ )，遺構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，一部の調査区を除き，縄文

時代晩期～弥生時代後期と推定される遺物包含層，及び古代と推定される遺構・遺物が検出されたため，そ

の部分を要本調査地区とし，その他の部分は調査終了地区とした ( 第 6 図 )。
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　第９節　矢盛遺跡（第2次調査）

　１．遺跡の立地
　矢盛遺跡は，志波城跡の南東約 2.2km に位置し，北に飯岡才川遺跡，北東に細谷地遺跡が囲み，南東や

や離れた位置に夕覚遺跡がある。志波城跡や周囲の遺跡と同様に低位沖積段丘上にあり，その南東部にあた

り，遺跡の周囲は旧河道に面している。遺跡範囲は東西約 450 ｍ，南北約 500 ｍをはかる ( 第 7 図 )。

　２．調査内容
　(1) 第 2 次調査（平成 11 年度）

　今次調査区は，遺跡の中央部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業区域内の現地換地の住宅新築に伴う本

調査として実施した。調査面積は 131㎡。重機により表土を除去し，黄褐色土上面で遺構検出を行った。調

査区東半部の大部分と西半部の一部が，既存建築物の基礎及び水道管等工事により撹乱を受けていた。

　なお，本調査にあたっては，任意座標の 2 ｍメッシュグリットを使用している。

　ａ．遺構と遺物

　検出された遺構は，近世以降の柱列跡 1 列・溝跡 3 条・柱穴である（第 30 図）。

　・柱列跡

　ＲＣ００１（第 30 図）

位置　調査区西部　　重複関係　なし　　構造　２間

規模　全長 3.66 ｍ ( 芯々 )，柱間西から 1.88 ｍ＋ 1.78 ｍ ( 芯々 )　　方向　ほぼ東西方向

柱穴　

埋土　第 13 表

　・溝跡

　ＲＧ００２（第 30 図）

位置　調査区中央　　重複関係　ＲＧ００３( 新 )，ＲＧ００４

規模　幅 0.3 ～ 0.9 ｍ・深さ 0.3 ～ 0.4 ｍ・延長約 13.0 ｍ以上（調査区外），東西方向に走る

埋土　第 13 表
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　ＲＧ００３（第 30 図）

位置　調査区南西部　　重複関係　ＲＧ００２（旧）

規模　幅 0.85 ～ 1.0 ｍ・深さ約 0.5 ｍ・延長 4.8 ｍ以上（調査区外）　埋土　第 13 表

　ＲＧ００４（第 30 図）

位置　調査区西部　　重複関係　ＲＧ００２（新）

規模　幅 0.3 ～ 0.45 ｍ・深さ約 0.15 ｍ・延長 4.0 ｍ

　・柱穴

　Ｐ１～３（第 30 図）

位置　調査区西部　　重複関係　ＲＧ００２（新）　　平面形　不整円形～不整楕円形

規模　直径 0.4 ～ 0.45 ｍ，深さ 0.25 ～ 0.35 ｍ
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　第10節　南仙北遺跡（�第15 ～ 17次・22 ～ 24次・27次・28次・30 ～
32次・35次調査）

　１．遺跡の立地
　南仙北遺跡は，志波城跡の南東約 2.5km に位置し，西方やや離れた位置に細谷地遺跡がある。低位沖積

段丘上にあり，遺跡の北側から北東側にかけては北上川の旧河道に面しているが，南西側は平坦面が続き明

瞭な地形の差異はみられない。また，遺跡の中央部に東西方向の小規模な旧河道が入り込んでいる。現在は，

ＪＲ東北本線及び東北新幹線により遺跡範囲が東西に分断されており，その西半部が盛岡南新都市開発整備

事業区域となっている。遺跡範囲は東西約 200 ｍ，南北約 500 ｍをはかる（第 8 図）。

　２．調査内容
　(1) 第 15 次調査（平成 7 年度）

　今次調査区は，遺跡の南東部に位置し，住宅新築に伴う本調査として実施した。調査面積は 77㎡。重機

により表土を除去し，遺構検出を行った。なお，現地調査の図面・写真資料のほとんどが罹災・焼失してい

るため，遺構の記述は可能な部分のみとした。

　ａ．遺構と遺物

　調査の結果，縄文時代の陥し穴 1 基，奈良時代の竪穴住居跡 1 棟を検出した（第 31 図）。

　

　・陥し穴

ＲＤ１３３（第 32 図）

位置　調査区東部　　　重複関係　ＲＡ０１２( 新 )　　平面形　溝状，南北方向　　

規模　幅 0.1 ～ 0.5 ｍ，長さ 3.9 ｍ，深さ 0.7 ｍ

　・竪穴住居跡

ＲＡ０１２（第 32 図）

位置　調査区中央　　重複関係　ＲＤ１３３( 旧 )　　平面形　隅丸方形　　

規模　南北 4.9 ｍ，東西 1.6 ｍ　　カマド方向　W5.5°N，西カマド（長い煙道 1.2 ｍ）

カマド　両袖残存　　柱穴　主柱穴 4 口（pit1・2・3・4）　　貯蔵穴　東壁中央に 1 基

出土遺物（第 68 図，第 23 表）　土師器甕（088･089）・多条沈線甕（090）

時期　奈良時代（8 世紀前半）

　(2) 第 16 次調査（平成 7 年度）

　今次調査区は，遺跡の西部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施した。調

査対象面積 6,583㎡について，重機により幅約 2 ｍの試掘トレンチ 26 本を設定し ( 調査面積 1,445㎡ )，遺構

･ 遺物の有無を確認した。その結果，調査区東部から古代と推定される遺構・遺物が検出されたため，その

部分を要本調査地区とし，その他の部分は調査終了地区とした ( 第 8 図 )。
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　(3) 第 17 次調査（平成 7 年度）

　今次調査区は，遺跡の南東部に位置し，住宅新築に伴う試掘確認調査として実施した。調査対象面積 423

㎡について，重機により幅約 1.5 ｍの試掘トレンチ 4 本を設定し ( 調査面積 94㎡ )，遺構 ･ 遺物の有無を確

認した。その結果，調査区内から古代と推定される遺構・遺物が検出されたため，全範囲を要本調査地区と

した ( 第 8 図 )。

　(4) 第 22 次調査（平成 8 年度）

　今次調査区は，遺跡の南東部に位置し，住宅新築に伴う本調査として実施した。調査面積は 59㎡。重機

により表土を除去し，遺構検出を行った。

　ａ．遺構と遺物

　調査の結果，古代の竪穴住居跡 1 棟を検出した（第 33 図）。

　・竪穴住居跡

ＲＡ０１３（第 34 図）

位置　調査区東部　　重複関係　なし　　平面形　隅丸方形？（調査区外）

規模　南北 2.8 ｍ以上，東西 1.7 ｍ以上（調査区外），削平されている

カマド方向　北カマド？　　床の状態　カマド焚き口と考えられる焼け面あり

　(5) 第 23 次調査（平成 8 年度）

　今次調査区は，遺跡の北西部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施した。

調査対象面積 1,480㎡について，重機により幅約 1.5 ｍの試掘トレンチ 3 本を設定し ( 調査面積 108㎡ )，遺

構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，古代と推定される遺構・遺物が検出されたため，全範囲を要本調査

地区とした ( 第 8 図 )。

　(6) 第 24 次調査（平成 8 年度）

　今次調査区は，遺跡の南東部に位置し，住宅増築に伴う試掘確認調査として実施した。増築部分について，

幅約 0.6 ｍの試掘トレンチ 3 本を設定し ( 調査面積 7㎡ )，遺構 ･ 遺物の有無を確認した。その結果，試掘ト

レンチ内から古代と推定される遺構が検出されたが，基礎掘削範囲外であったため，本調査は行わず，保存

措置とした。( 第 8 図 )。

　(7) 第 27 次調査（平成 10 年度）

　今次調査区は，遺跡の北東部に位置し，住宅新築に伴う本調査として実施した。事前の試掘調査で 5 本の

トレンチ（Ｔ０１～０５）を入れたところ，遺構・遺物が確認されたため，建築工事による基礎掘削が行わ

れる 2 箇所を本調査対象とし，その他遺構を確認した範囲（Ｔ０１・０２）は掘削制限による保存措置とし

た。本調査面積は 346㎡。重機により表土を除去し，遺構検出を行った。
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　ａ．遺構と遺物

　調査の結果，西側のＡ区・東側のＢ区から古代以降と考えられる掘立柱建物跡 1 棟・土坑 7 基・溝跡 4 条・

方形周溝 1 基 ･ 柱穴跡 26 口を検出した。また，試掘トレンチＴ０１・０２ではこの他に土坑 3 基・溝跡 1

条を検出した（第 35 図）。

　・掘立柱建物跡

ＲＢ００１（第 37 図）

位置　調査区Ｂ区北東部　　重複関係　なし　　構造　桁行・梁行とも 1 間以上（調査区外）

規模　南北側柱筋柱間 2.4 ｍ，東西側柱筋柱間 2.4 ｍ　　建物方向　N15.0°E（西側柱筋）

柱穴

　・土坑

ＲＤ１１４（第 36 図）

位置　調査区Ａ区北西部　　重複関係　ＲＧ１１５（新）　　平面形　不整楕円形

規模　長軸 1.1 ｍ以上（調査区外），短軸 1.4 ｍ，深さ 0.35 ｍ　　埋土　第 14 表

ＲＤ１１５（第 36 図）

位置　調査区Ａ区北部　　重複関係　Ｐ６，Ｐ９　　平面形　不整楕円形

規模　長軸 2.2 ｍ，短軸 1.3 ｍ，深さ 0.25 ～ 0.4 ｍ　　埋土　第 14 表

底面の状態　凹凸あり　　出土遺物　あかやき土器甕

ＲＤ１１６（第 36 図）

位置　調査区Ａ区北部　　重複関係　ＲＧ１１９（新）　　平面形　不整楕円形

規模　長軸 1.9 ｍ，短軸 1.0 ｍ，深さ 0.15 ～ 0.25 ｍ　　

埋土　第 14 表，下層（B 層上面）に白色火山灰を含む

底面の状態　凹凸あり　　

ＲＤ１１７（第 36 図）

位置　調査区Ａ区東部　　重複関係　ＲＧ１１９（同時存在？）　平面形　不整楕円形

規模　長軸 1.2 ｍ，短軸 1.0 ｍ　　床の状態　中央に小ピット 1 口
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ＲＤ１１８（第 36 図）

位置　調査区Ａ区南西部　　重複関係　なし　　平面形　不整円形

規模　直径約 0.55 ｍ，深さ 0.2 ｍ　　埋土　第 14 表

ＲＤ１１９（第 37 図）

位置　調査区Ｂ区中央部　　重複関係　なし　　平面形　不整円形

規模　直径 0.6 ～ 0.7 ｍ，深さ 0.35 ｍ　　埋土　第 14 表

ＲＤ１２０（第 37 図）

位置　調査区Ｂ区南部　　重複関係　なし　　平面形　不整円形？（調査区外）

規模　直径 1.15 ｍ以上（調査区外）　　埋土　第 14 表

　・溝跡

ＲＧ１１５（第 36 図）

位置　調査区Ａ区西部　　重複関係　ＲＤ１１４（旧）

規模　幅 0.4 ～ 0.6 ｍ，延長 10.2 ｍ以上（調査区外），深さ 0.15 ｍ，南北方向に走る　　埋土　第 14 表

ＲＧ１１６（第 36 図）　　

位置　調査区Ａ区西部　　重複関係　ＲＧ１１７（新），ＲＧ１１９（旧）

規模　幅約 0.5 ｍ，延長 9.6 ｍ以上（調査区外），深さ 0.2 ｍ，南北方向に走る　　埋土　第 14 表

ＲＧ１１７（第 36 図）

位置　調査区Ａ区西部　　重複関係　ＲＧ１１６（旧），ＲＧ１１９（旧）

規模　幅約 1.0 ｍ，延長 10.9 ｍ以上（調査区外），深さ 0.4 ｍ　　埋土　第 14 表

ＲＧ１１８（第 36 図）

位置　調査区Ａ区中央部　　重複関係　ＲＧ１１９（旧），Ｐ８

規模　幅 0.4 ～ 0.5 ｍ，延長 6.6 ｍ以上（調査区外），深さ 0.4 ｍ　　埋土　第 14 表

　・方形周溝

ＲＧ１１９（第 36 図）

位置　調査区Ａ区中央部　　重複関係　ＲＧ１１６・１１７・１１８（新），ＲＤ１１６・１１７

平面形　溝により隅丸方形を区画　　

規模　全体南北 7.5 ～ 7.6 ｍ，東西約 7.1 ｍ，溝幅 0.15 ～ 0.3 ｍ，深さ 0.3 ｍ　　埋土　第 14 表

底面の状態　小ピットを多数検出
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　・ピット

　調査区Ａ区内に 11 口，Ｂ区内に 23 口の計 34 口のピットを確認した。埋土土層は第 14 表を参照。
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　(8) 第 28 次調査（平成 10 年度）

　今次調査区は，遺跡の北東部に位置し，住宅新築に伴う本調査として実施した。事前の試掘調査でトレン

チを入れたところ，遺構・遺物が確認されたため，建築工事による基礎掘削が行われる範囲を本調査対象と

し，その他遺構を確認した部分は掘削制限による保存措置とした。調査面積は 732㎡。重機により表土を除

去し，遺構検出を行った。

　ａ．遺構と遺物

　調査の結果，縄文時代の陥し穴 1 基，古代以降の土坑 3 基，溝跡 3 条を検出した。また，試掘トレンチで

はこの他に竪穴住居跡 3 棟・土坑 4 基・溝跡 2 条を検出した（第 38 図）。

　・陥し穴

ＲＤ１２４（第 39 図）

位置　調査区西部　　重複関係　なし　　平面形　溝状

規模　幅 0.25 ～ 0.6 ｍ，長さ 3.6 ｍ，南北方向　　埋土　第 15 表

　・土坑

ＲＤ１２１（第 40 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　なし　　平面形　不整円形

規模　直径 0.85 ～ 0.9 ｍ，深さ約 0.8 ｍ　　埋土　第 15 表
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ＲＤ１２２（第 39 図）

位置　調査区西部　　重複関係　なし　　平面形　不整円形

規模　直径 1.1 ～ 1.2 ｍ，深さ約 0.2 ｍ　　埋土　第 15 表

ＲＤ１２３（第 39 図）

位置　調査区西部　　重複関係　なし　　平面形　不整円形

規模　直径約 1.2 ｍ，深さ約 0.3 ｍ

　・溝跡

ＲＧ１２０（第 39 図）

位置　調査区西部　　重複関係　なし　

規模　幅 0.8 ～ 1.5 ｍ，延長 24.4 ｍ以上（調査区外），深さ 0.1 ～ 0.3 ｍ　　埋土　第 15 表

出土遺物（第 69 図，第 23 表）　須恵器甕（092）

ＲＧ１２１（第 40 図）

位置　調査区東部　　重複関係　なし

規模　幅 0.4 ～ 1.05 ｍ，延長 9.6 ｍ以上（調査区外），深さ 0.2 ～ 0.35 ｍ，東西方向に走る　  埋土　第 15 表

ＲＧ１２２（第 40 図）

位置　調査区東部　　重複関係　なし　　埋土　第 15 表

規模　幅 2.3 ～ 3.1 ｍ，延長 10.4 ｍ以上（調査区外），深さ約 0.3 ｍ，東西方向から南東方向へ曲がる

　・ピット

Ｐ１（第 39 図）

位置　調査区北西部　　重複関係　なし　　平面形　不整楕円形　　規模　直径 0.3 ～ 0.4 ｍ

出土遺物（第 69 図，第 23 表）　土師器坏（埋土上面，091）

　(9) 第 30 次調査（平成 10 年度）

　今次調査区は，遺跡の北東部に位置し，公共下水道建設に伴う試掘調査として実施し，遺構を検出した部

分のみ遺構の精査を行った。調査面積は 346㎡。工事と同時に重機により舗装路盤及び旧表土を除去し，遺

構検出を行った。

　ａ．遺構と遺物

　調査の結果，Ａ～Ｆ区の６箇所で奈良時代の竪穴住居跡 1 棟，古代の竪穴住居跡 1 棟，古代以降の土坑 1

基 ･ 溝跡 3 条を検出した（第 8 図）。なお，各遺構の記録は任意座標での平板測量にて行い，高さも任意の

レベルを使用した。
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　・竪穴住居跡

ＲＡ３００１（第 41 図）

位置　調査区Ｄ区　　重複関係　なし　　平面形　不整隅丸方形？（調査区外）

規模　南北 3.4 ～ 3.8 ｍ，東西 1.25 ｍ以上（調査区外），深さ 0.3 ～ 0.5 ｍ

カマド方向　北カマド，長い煙道（1.0 ｍ）　埋土　第 16 表　　　カマド　両袖残存　　

出土土器（第 71 図，第 23 表）　土師器甕 (095)･ 小型甕（096）･ 球胴甕（097）

時期　奈良時代（8 世紀後半）

ＲＡ３００２（第 41 図）

位置　調査区Ｅ区　　重複関係　なし　　平面形　隅丸方形？（北西隅部分のみ）

規模　東西 0.5 ｍ以上，南北 0.2 ｍ以上（調査区外），深さ 0.45 ｍ　

ＲＤ３００１（第 41 図）

位置　調査区Ｃ区　　重複関係　なし　　平面形　不整楕円形　　規模　長軸 0.6 ｍ，短軸 0.45 ｍ

ＲＧ３００１（第 41 図）

位置　調査区Ａ区　　重複関係　なし　　規模　幅 0.5 ｍ，延長 1.2 ｍ以上（調査区外）

ＲＧ３００２（第 41 図）

位置　調査区Ｂ区　　重複関係　なし　　規模　幅 0.5 ～ 1.1 ｍ，延長 0.7 ｍ以上（調査区外）

ＲＧ３００３（第 41 図）

位置　調査区Ｆ区　　重複関係　なし　　

規模　幅 1.15 ｍ，延長 1.35 ｍ以上（調査区外），深さ 0.25 ｍ，北西から南東方向に走る　　埋土　第 16 表

　(10) 第 31 次調査（平成 10 年度）

　今次調査区は，遺跡の北東部に位置し，住宅新築に伴う試掘確認調査として実施した。調査面積は 517㎡。

重機により表土を全面除去，遺構検出とサブトレンチで土層を観察し，掘削制限により保存措置とした。

　

　ａ．遺構と遺物

　調査の結果，古代の溝跡 3 条を検出した（第 42 図）。

　

　・溝跡

ＲＧ３１０１（第 42 図）

位置　調査区北部　　重複関係　ＲＧ３１０２（旧）

規模　幅約 2.1 ｍ，延長 16.8 ｍ以上（調査区外），深さ 0.4 ～ 0.5 ｍ，ほぼ東西に走る　　埋土　第 17 表

出土土器　トレンチからあかやき土器坏，須恵器坏・甕
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ＲＧ３１０２（第 42 図）

位置　調査区北部　　重複関係　ＲＧ３１０１（新）

規模　幅 1.3 ｍ以上，延長 16.8 ｍ以上（調査区外），深さ 0.4 ～ 0.5 ｍ，蛇行しながらほぼ東西に走る

埋土　第 17 表　　

ＲＧ３１０１（第 42 図）

位置　調査区南部　　重複関係　ＲＧ３１０２（旧）

規模　幅 4.8 ｍ以上，延長 16.8 ｍ以上（調査区外），深さ 0.4 ～ 0.5 ｍ，蛇行しながらほぼ東西に走る

埋土　第 17 表　　

　(11) 第 32 次調査（平成 11 年度）

　今次調査区は，遺跡の北西部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した。調査面

積は 550㎡。重機により表土を除去し，黄褐色土上面にて遺構検出を行った。

　ａ．遺構と遺物

　調査の結果，平安時代の溝跡 2 条，古代以降の土坑 1 基，溝跡 15 条を検出した（第 43 図）。

　・土坑

ＲＤ１２８（第 47 図）

位置　調査区南東部　　重複関係　なし　　平面形　溝状

規模　幅 0.35 ～ 0.4 ｍ，長さ 3.2 ｍ，深さ 0.35 ｍ

　・溝跡

ＲＧ１３０（第 47 図）

位置　調査区北西部　　重複関係　なし

規模　幅 0.5 ～ 2.1 ｍ，延長 27.0 ｍ以上（調査区外），深さ 0.15 ～ 0.2 ｍ　　

埋土　第 18 表，上層 (A4 層 ) に白色火山灰を含む

出土土器　土師器坏，あかやき土器坏

時期　平安時代

ＲＧ１３１（第 44・45 図）

位置　調査区北部　　重複関係　ＲＧ１３６

規模　幅 1.1 ～ 2.1 ｍ，延長 39.5 ｍ以上（調査区外），深さ 0.1 ～ 0.5 ｍ，東西方向に走る　　埋土　第 18 表

底面の状態　ゆるやかな皿状，底面に土器片が多数散布

出土土器（第 72 図，第 23 表）　土師器坏・高台付坏・甕・小型甕，あかやき土器坏・甕，須恵器坏（098

～ 102）・甕

時期　平安時代（9 世紀後半）
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ＲＧ１３２（第 45 図）

位置　調査区北部　　重複関係　なし

規模　幅 0.35 ～ 0.65 ｍ，延長 13.8 ｍ，深さ約 0.05 ｍ，途中 1 箇所途切れやや曲がりながら東西方向に走る

ＲＧ１３３（第 44 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　なし

規模　幅 0.25 ～ 0.3 ｍ，延長 2.0 ｍ，深さ約 0.05 ｍ，少し曲がりながらほぼ東西方向に走る　　

ＲＧ１３４（第 44 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　なし

規模　幅 0.25 ～ 0.35 ｍ，延長 2.8 ｍ，深さ約 0.05 ｍ

ＲＧ１３５（第 44 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　なし

規模　幅 0.2 ～ 0.35 ｍ，延長 8.9 ｍ，深さ約 0.05 ｍ，ほぼ東西に走る

出土遺物　あかやき土器甕，須恵器坏

ＲＧ１３６（第 45 図）

位置　調査区北部　　重複関係　ＲＧ１３１

規模　幅 0.3 ～ 0.5 ｍ，延長 10.4 ｍ，深さ 0.05 ～ 0.1 ｍ，途中 1 箇所途切れながら南北方向に走る

ＲＧ１３７Ａ・Ｂ・Ｃ（第 45 図）

位置　調査区北部　　重複関係　なし　　埋土　第 18 表

規模　3 本の溝が南北に並行，幅 0.3 ～ 0.4 ｍ，延長 1.3 ～ 1.7 ｍ，深さ約 0.1，北東から南西方向に走る

ＲＧ１３８（第 44・46 図）

位置　調査区北部　　重複関係　なし　　埋土　第 18 表

規模　幅 0.2 ～ 0.9 ｍ，延長 70 ｍ以上（調査区外），深さ 0.1 ～ 0.2 ｍ，途中 2 箇所途切れ北東から南西方向

にやや屈曲しながら走る

出土土器　土師器高台付坏，あかやき土器坏，須恵器坏

ＲＧ１３９（第 48 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　ＲＧ１４１・１４２　　埋土　第 18 表

規模　幅 0.5 ～ 0.6 ｍ，延長 22 ｍ以上（調査区外），深さ 0.35 ｍ，北端で 1 箇所途切れ北西から南東方向に

走る
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ＲＧ１４０（第 48 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　なし（ＲＧ１３９と並行）　　埋土　第 18 表

規模　幅 0.2 ～ 0.35 ｍ，延長 10.3 ｍ，深さ約 0.05 ｍ，途中 5 箇所で途切れ北西から南東方向に走る

ＲＧ１４１（第 48 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　ＲＧ１３９　　埋土　第 18 表

規模　幅約 0.25 ｍ，延長 2.6 ｍ，深さ約 0.05 ｍ，南北方向に走りＲＧ１３９に結合する

ＲＧ１４２（第 48 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　ＲＧ１３９　　埋土　第 18 表

規模　幅 0.4 ～ 0.5 ｍ，延長 3.4 ｍ，深さ約 0.2m，南北方向にやや屈曲しながら走りＲＧ１３９に結合する

ＲＧ１４３（第 48 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　なし　　埋土　第 18 表

規模　幅 0.45 ～ 1.0 ｍ，延長 8.1 ｍ以上（調査区外），深さ約 0.2 ｍ，北西から南東方向に走る

出土遺物　あかやき土器甕

ＲＧ１４４（第 48 図）

位置　調査区北東部　　重複関係　なし　　埋土　第 18 表

規模　幅 0.25 ～ 0.35 ｍ，延長 1.8 ｍ，深さ約 0.05 ｍ，北西から南東方向に走る

ＲＧ１４５（第 47 図）

位置　調査区西部　　重複関係　ＲＧ１４６（新）　　埋土　第 18 表

規模　幅 0.35 ～ 0.4 ｍ，延長 5.2 ｍ，深さ約 0.1 ｍ，東西方向に走る

ＲＧ１４６（第 47 図）

位置　調査区西部　　重複関係　ＲＧ１４５（旧）

規模　幅 0.4 ～ 0.55 ｍ，延長 3.0 ｍ以上（調査区外），深さ約 0.15 ｍ，南北方向に走る

　(12) 第 35 次調査（平成 12 年度）

　今次調査区は，遺跡の北東部に位置し，住宅新築に伴う本調査として実施した。調査面積は 145㎡。重機

により表土を除去し，黄褐色～黒色土上面で遺構検出を行った。

　ａ．遺構と遺物

　調査の結果，縄文時代の陥し穴 1 基，奈良時代の竪穴住居跡 1 棟，古代以降の土坑 2 基，柱穴 10 口を検

出した（第 49 図）。
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　・陥し穴

ＲＤ１２９（第 49 図）

位置　調査区南東部　　重複関係　なし　　平面形　溝状

規模　幅 04 ～ 0.6 ｍ，長さ 2.5 ｍ以上（調査区外），深さ 1.2 ｍ

　・竪穴住居跡

ＲＡ０１７（第 50 図）

位置　調査区北西部　　重複関係　隅丸方形　　平面形　隅丸方形

規模　南北 2.7 ｍ，東西 2.8 ｍ，深さ約 0.35 ｍ

カマド方向　N20.0°W，北カマド，長い煙道（トンネル状，0.5 ｍ以上，調査区外）　　埋土　第 19 表

カマド　両袖残存　　床の状態　カマド焚き口焼け面，床面中央と西部に焼け面，床面西部に炭化材あり

出土遺物（第 70 図，第 23 表）　土師器坏（093）・甕（094），砥石 1 個

時期　奈良時代（8 世紀後半～ 9 世紀初頭？）

　・土坑

ＲＤ１３０（第 49 図）

位置　調査区南東部　　重複関係　なし　　平面形　不整楕円形　　規模　長軸 0.9 ｍ，短軸 0.35 ｍ

　・ピット

Ｐ１～１０（第 49 図）

位置　調査区南西部　　重複関係　Ｐ１とＰ２，Ｐ４とＰ５　　平面形　不整円形

規模　直径 0.25 ～ 0.4 ｍ
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第 4章　調査成果のまとめ

　盛岡市教育委員会で行った平成 5 ～ 12 年度の盛南地区遺跡群の発掘調査により，第 3 章に記述した内容

の成果を得ることができた。

　以下，古代集落の一部をある程度まとまって調査することのできた本宮熊堂Ｂ遺跡第 12 次調査，野古Ａ

遺跡第 6・11 次調査の主な遺構と遺物について，まとめを記述する。

　１．本宮熊堂Ｂ遺跡第12次調査
　竪穴住居跡：　本調査では，Ａ区で2棟，Ｂ区で3棟の計5棟の竪穴住居跡を精査している。時期については，

後述するように出土土器の様相から平安時代・9 世紀後半と考えられる。おずれもカマド方向は東カマドで

あり，ＲＡ０３０については同位置でのカマドの作り替え（ａ・ｂ期）がある。竪穴住居跡の規模について

みると，ＲＡ０３１はほとんど削平されており正確な規模が不明なので除外すると，ＲＡ０２８・０３０が

一辺 6.3 ～ 7.9 ｍと大型であり，ＲＡ０２７・０２９は一辺 4.3 ～ 4.7 ｍであり小型といえる。

　本宮熊堂Ｂ遺跡ついては，本調査区周辺一帯を県埋文センターが広く発掘調査を行っており（第 3 図），

奈良時代・8 世紀後半の竪穴住居跡群，及び平安時代 9 世紀後半～ 10 世紀前半の竪穴住居跡群と掘立柱建

物跡数棟が発見されている。これら遺構の分布については，8 世紀後半の遺構が遺跡中央部分にまとまって

いるのに対し，9 世紀後半～ 10 世紀前半の遺構は旧河道縁辺に近い遺跡東側に移動しているようである（津

嶋 2004）。本調査区の竪穴住居跡もこの傾向の中にあるものといえる。

　出土土器：　ＲＡ０２７～０３０竪穴住居跡より，土師器・あかやき土器・須恵器がまとまって出土して

いる（第 73･74 図，第 20 表）。

　坏類は，土師器・あかやき土器が主体であり，台付のものもみられる。実測図化を行った土師器坏・あか

やき土器坏のうち，特殊な大型坏である 034 を除く 29 点について，器高・口径・底径等の数値分布を検討

したのが第 24 表である。ちなみに，土師器大型坏である 034 は，器高 9.0cm・口径 26.0cm と他の坏の約 2

倍の大きさを持つ珍しい器種であり，非常に丁寧なつくりであることから，特殊な用途に用いられたものと

考えられる。

　甕類についてみると，あかやき土器が主体であり，ロクロを用いない土師器は 046 のように粗い調整のつ

くりとなっている。

　以上のような様相から，本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査竪穴住居跡群から出土した土器群は，9 世紀後半（第

4 四半期？）と考えられる。

　２．野古Ａ遺跡第6･11次調査
　竪穴住居跡：　第 6 次調査で 2 棟，第 11 次調査で 6 棟の計 8 棟の竪穴住居跡を精査している。時期につ

いては，後述するように出土土器の様相から，第 6 次調査ＲＡ００６･ 第 11 次調査ＲＡ０１２･ ０１３が奈

良時代・8 世紀前半，第 6 次調査ＲＡ００５･ 第 11 次調査ＲＡ００８～０１１が平安時代・10 世紀前半と
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考えられる。奈良時代のＲＡ００６･ ０１２･ ０１３のカマド方向は，すべて北にふれた西カマドである。

竪穴住居跡の規模は，ＲＡ００６が一辺 7.0 ｍと大型であり，ＲＡ０１２･ ０１３は一辺 3.8 ～ 4.0 ｍであり

小型といえる。特にＲＡ００６は，平面規模が大きい上に竪穴の深さが 0.75 ～ 0.85 ｍと深く，4 口のしっ

かりした主柱穴，それに連結するような周溝と仕切り状の溝があるという，典型的な奈良時代の家父長クラ

スの竪穴住居といえる。一方，平安時代のＲＡ００５･ ００８～０１１のカマド方向は，南にふれた東カマ

ドと，奈良時代とは 180 度反対方向となっている。竪穴住居跡の規模は，ＲＡ００５･ ００８が一辺 4.5 ～ 5.3

ｍと中型であり，ＲＡ００９～０１１が一辺 3.5 ～ 4.1 ｍと小型である。

　野古Ａ遺跡は，地形的に南東に隣接する飯岡沢田遺跡と一体の集落遺跡であり，本報告の第 6･11 次調査

区周辺一帯を県埋文センターが広く発掘調査を行っており（第 4･5 図），7 世紀末～ 8 世紀の竪穴住居跡群，

9 世紀後半～ 10 世紀前半の竪穴住居跡群と掘立柱建物跡，9 世紀前半～後半の馬蹄形状円形周溝墓 ･ 平面形

長方形土坑墓多数が発見されている。これらの分布は，遺跡範囲全体に奈良時代・7 世紀末～ 8 世紀の竪穴

住居跡群が分布し，その後平安時代・9 世紀になると周辺の地形で最も標高の高い遺跡中央部（飯岡沢田遺

跡北西部）に墓域が形成され，9 世紀後半～ 10 世紀前半の竪穴住居跡群は墓域を避けるように，その東西

（野古Ａ遺跡東部と飯岡沢田遺跡南東部）に分かれて分布しているようである（津嶋 2004）。第 6 次調査区

は，この 9 世紀の墓域から離れた場所に位置するが，円形周溝墓と考えられるＲＸ００１，埋土が人為堆積

であり土坑墓の可能性が高いＲＤ００３・００９・０１０，また同様に埋土が人為堆積であり集団墓の可能

性がある竪穴状で掘り込みが深いＲＺ００１というように，墓制に関連する遺構が集中している。これら遺

構の時期については，確実な出土遺物がなく明確ではないが，埋土上層に白色火山灰が含まれており，ＲＡ

００６竪穴住居跡の埋土堆積の傾向と類似することから，奈良時代・8 世紀代を想定しておきたい。ちなみに，

ＲＤ００９土坑は底面に袋状ピットがあり，また罹災のため現存しないが埋土上層からコハク製の管玉状装

飾品が出土しており，時代は遡るものの，市内の永福寺山遺跡で発見された北方の後北式期の土坑墓（盛岡

市教委　1997）を想起させる。

　出土土器：　ＲＡ００５・００６・００８～０１２竪穴住居跡より，土師器・あかやき土器・須恵器が出

土している。（第 75･76 図，第 21･22 表）。

　ＲＡ００６では床面及び埋土下層に多量の炭化材とともに多くの土師器甕がつぶれた状態で出土してお

り，一般的な長胴甕のほか球胴甕がみられる。また，ＲＡ０１２・０１３からはロクロ未使用の丸底で内外

面ミガキ調整の土師器坏，柱状高台をもつ土師器高台付坏，土師器球胴甕が出土している。これらの様相から，

野古Ａ遺跡第 6 次調査ＲＡ００６竪穴住居跡・第 11 次調査ＲＡ０１２・０１３竪穴住居跡出土の土器群は，

8 世紀前半（第 2 四半期？）と考えられる。

　ＲＡ００５・００８～０１１についてみると，坏類は，土師器・あかやき土器が主体であり，台付のもの

もみられる。実測図化を行った土師器坏・あかやき土器坏のうち，11 点について，器高・口径・底径等の

数値分布を検討したのが第 25 表である。

　甕類は，あかやき土器及び粗い調整の土師器がみられる。

　以上のような様相から，野古Ａ遺跡第 6 次調査ＲＡ００５竪穴住居跡・第 11 次調査ＲＡ００８～０１１

竪穴住居跡出土の土器群は，坏類に前述した本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査竪穴住居跡群出土土器群より新し

い要素（底径の小型化）がみられることから，10 世紀前半（第 1 四半期？）と考えられる。
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　３．墨書土器
　本宮熊堂Ｂ遺跡第 12 次調査で 2 点，野古Ａ遺跡第 11 次調査で 1 点の墨書土器と 1 点の刻書土器が出土し

ている。文字はそれぞれ，「田」(011)，「( 不明 )」(027)，「（不？）」(065)，「  」（062）である。盛南地区遺

跡群の中では，県埋文センターが行った向中野館遺跡第 5･6 次調査において 100 点以上の墨書 ･ 刻書土器が

出土しており，その報告書の中で盛南地区遺跡群の調査でそれまで出土した墨書 ･ 刻書土器の集成・検討を

行っている（県埋文センター 2002, 第 503 集）。これによると，墨書の「田」は向中野館遺跡第 5･6 次調査

で 1 点出土しているが，「不」の例はないようである。また刻書の「  」はある種の記号であろうが，例

はないようである。盛南地区遺跡群の中では小幅遺跡，本宮熊堂Ｂ遺跡，野古Ａ遺跡，飯岡才川遺跡，向中

野館遺跡，細谷地遺跡，台太郎遺跡と，竪穴住居跡が多数ある 9 ～ 10 世紀の古代集落のほぼすべてから墨

書 ･ 刻書土器が出土している。当然ながら，当該地域への文字の普及は，延暦 22 年 (803) の志波城造営とそ

れに伴う蝦夷（エミシ）への律令統治の開始が契機と考えられるわけであるが，上記のような様相は，特定

の移民集落のみに識字者が存在したわけではないことを示していると考えられ，律令統治下で集落を営む在

地の俘囚の多くが，文書行政を行う官衙である「志波城 (803 ～ 812 年頃まで )」「徳丹城 (812 年頃～ 9 世紀

中頃 )」及びその付属施設に多数，下級役人として仕えていた状況を想定することができるのではないだろ

うか。

　引用文献

津嶋知弘　1994　「志波城と蝦夷社会」『古代蝦夷と律令国家』高志書院

盛岡市教育委員会　1997　『永福寺山遺跡−昭和 40･41 年発掘調査報告書−』
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第 1 図　盛南地区遺跡群位置図
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0 1：3 10cm

第 51 図　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査 RA027 出土遺物（1）

001　土師器坏− RA027 −床面 002　土師器坏− RA027 −南西壁際

003　あかやき土器坏− RA027 −床面

004　あかやき土器坏− RA027 −カマド支脚

007　あかやき土器坏− RA027 −北西部埋土上層

009　あかやき土器坏− RA027 − J 層

011　あかやき土器坏− RA027 −南東部埋土下層−墨書「田」

010　あかやき土器坏− RA027 −床面

008　あかやき土器坏− RA027 −床面

005　あかやき土器坏− RA027 −カマド支脚 006　あかやき土器坏− RA027 −南西壁際



112

0 1：3 10cm

第 52 図　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査 RA027 出土遺物（2）

012　土師器高台付坏− RA027 −床面

014　あかやき土器高台付坏− RA027 −南東部埋土下層

016　あかやき土器鉢− RA027 −南西部 L 層

015　あかやき土器高台付坏− RA027 −北東部 J 層

013　あかやき土器高台付坏− RA027 −カマド支脚
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0 1：3 10cm

第 53 図　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査 RA027 出土遺物（3）

017　あかやき土器甕− RA027 −カマド南袖部分 J 層

019　あかやき土器甕− RA027 −カマド北袖 k1 層

020　あかやき土器甕− RA027 −床面

021　あかやき土器甕− RA027 −カマド支脚

018　あかやき土器甕− RA027 − J 層
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0 1：3 10cm

0 1：3 10cm

第 55 図　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査 RA029 出土遺物

第 54 図　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査 RA028 出土遺物

022　土師器坏− RA028 −カマド崩壊土

024　土師器坏− RA028 − B2 層

026　あかやき土器坏− RA028 − B2 層

027　あかやき土器坏− RA028 − B2 層−墨書「（不明）」

029　あかやき土器坏− RA029 −煙出し

025　あかやき土器坏− RA028 −カマド崩壊土

028　須恵器大甕− RA028 −カマド崩壊土

030　須恵器大甕− RA029 −床面

023　土師器坏− RA028 −カマド崩壊土
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0 1：3 10cm

第 56 図　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査 RA030 出土遺物（1）

031　土師器坏− RA030 − J 層

033　土師器坏− RA030 −貯蔵穴 Pit3 埋土

036　あかやき土器坏− RA030 −貯蔵穴 Pit3 埋土（No.6）

038　あかやき土器坏− RA030 −貯蔵穴 Pit3 埋土（No.3）

035　あかやき土器坏− RA030 −煙出し

034　土師器大型坏− RA030 −床面

037　あかやき土器坏− RA030 −床面

039　あかやき土器坏− RA030 −南東部床面
040　あかやき土器坏− RA030 −南東部床面

032　土師器坏− RA030 −床面



116

0 1：3 10cm

第 57 図　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査 RA030 出土遺物（2）

041　あかやき土器坏− RA030 −Ｌ層

043　あかやき土器坏− RA030 −南東部床面

046　土師器甕− RA030 −床面

045　あかやき土器高台付坏− RA030 −貯蔵穴 Pit3 埋土（No.7）

047　あかやき土器甕− RA030 − B2 層 048　須恵器甕− RA030 − B1 層

049　須恵器大甕− RA030 − B2 層

044　あかやき土器坏− RA030 − B1 層

042　あかやき土器坏− RA030 − B2 層
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0 1：3 10cm

0 1：3 10cm

第 59 図　野古Ａ遺跡第 6 次調査 RA006 出土遺物（1）

第 58 図　野古Ａ遺跡第 6 次調査 RA005 出土遺物

050　あかやき土器甕− RA005 −床面（No.17）

051　土師器鉢− RA006 −床面（No.16）

053　土師器甕− RA006 −床面（No.10）

054　土師器甕− RA006 −床面（No.11）

052　土師器鉢− RA006 − B1 層



118

0 1：3 10cm

第 60 図　野古Ａ遺跡第 6 次調査 RA006 出土遺物（2）

055　土師器甕− RA006 −床面（No.1）

057　土師器甕− RA006 −床面（No.7）

058　土師器甕− RA006 −床面（No.4）

056　土師器甕− RA006 −床面（No.12）



119

0 1：3 10cm

第 61 図　野古Ａ遺跡第 6 次調査 RA006 出土遺物（3）

059　土師器甕− RA006 −カマド南袖

061　土師器球胴甕− RA006 −床面（No.9）

060　土師器甕− RA006 −カマド北袖
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0 1：3 10cm

0 1：3 10cm

第 63 図　野古Ａ遺跡第 11 次調査 RA009 出土遺物

第 62 図　野古Ａ遺跡第 11 次調査 RA008 出土遺物

062　土師器坏− RA008 − D 層

065　あかやき土器坏− RA008 − C 層−墨書「（不？）」

066　土師器甕− RA008 −カマド袖構築土

068　土師器坏− RA009 −Ａ層

070　あかやき土器高台付坏− RA009 −Ｂ層 071　あかやき土器高台付坏− RA009 −カマド焚口

069　土師器坏− RA009 −カマド北袖構築土

067　土師器甕− RA008 −カマド火焼面

063　あかやき土器坏− RA008 − Pit4 埋土 064　あかやき土器坏− RA008 −埋土上面
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0 1：3 10cm

0 1：3 10cm

第 65 図　野古Ａ遺跡第 11 次調査 RA011 出土遺物

第 64 図　野古Ａ遺跡第 11 次調査 RA010 出土遺物

072　土師器坏− RA010 −Ｂ層

075　土師器坏− RA010 −Ｂ層

077　土師器坏− RA011 −カマド北袖構築土 078　あかやき土器坏− RA011 −カマド崩壊土 079　あかやき土器坏− RA011 −カマド崩壊土

080　あかやき土器甕− RA011 −床面

076　土師器甕− RA010 −Ｄ層

073　土師器坏− RA010 −カマド左袖構築土
074　土師器坏− RA010 −Ｂ層
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0 1：3 10cm

0 1：3 10cm

第 67 図　野古Ａ遺跡第 11 次調査 RA013 出土遺物

第 66 図　野古Ａ遺跡第 11 次調査 RA012 出土遺物

081　土師器坏− RA012 −煙道底面

082　土師器甕− RA012 −カマド北袖構築土

084　土師器球胴甕− RA012 −床面

085　土師器甕− RA012 −カマド焚口Ｂ層

086　土師器球胴甕− RA013 −カマド焚口Ｂ層 087　土師器高台付坏− RA013 −Ｂ層

083　土師器甕− RA012 −Ａ層
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0 1：3 10cm

0 1：3 10cm

0 1：3 10cm

第 70 図　南仙北遺跡第 35 次調査 RA017 出土遺物

第 69 図　南仙北遺跡第 28 次調査出土遺物

第 68 図　南仙北遺跡第 15 次調査 RA012 出土遺物

088　土師器小型甕− RA012 −埋土

091　土師器坏− P1 −埋土上面

090　土師器甕− RA012 −床面 Pit 埋土

092　須恵器甕− RG120 − A2 層

093　土師器坏− RA017 −床面

094　土師器甕− RA017 −床面

089　土師器小型甕− RA012 −埋土
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0 1：3 10cm

第 71 図　南仙北遺跡第 30 次調査 RA3001 出土遺物

095　土師器甕− RA3001 −カマド崩壊土

097　土師器球胴甕− RA3001 −埋土

096　土師器甕− RA3001 −カマド崩壊土
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0 1：3 10cm

第 72 図　南仙北遺跡第 32 次調査出土遺物

098　土師器坏− RG131 −底面

100　須恵器坏− RG131 − B1 層

102　須恵器坏− RG131 −埋土上面

101　須恵器坏− RG131 −埋土上面

103　須恵器坏−調査区内撹乱

099　須恵器坏− RG131 − B 層
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0 1：6 10cm

0 1：6 10cm

第 73 図　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査出土土器集成図（1）
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0 1：6 10cm

0 1：6 10cm

第 74 図　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査出土土器集成図（2）

029（あかやき土器坏）
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040（あかやき土器坏）

045（あかやき土器高台付坏）

048（須恵器甕）

049（須恵器大甕）

041（あかやき土器坏）

046（土師器甕）

042（あかやき土器坏）

043（あかやき土器坏）

047（あかやき土器甕）

044（あかやき土器坏）

036（あかやき土器坏） 037（あかやき土器坏） 038（あかやき土器坏）

039（あかやき土器坏）

032（土師器坏）

033（土師器坏）

034（土師器大型坏）

030（須恵器大甕）

Ｒ
Ａ
０
２
９

第　

12　

次

Ｒ
Ａ
０
３
０

第　

12　

次



128

0 1：6 10cm

0 1：6 10cm

第 75 図　野古Ａ遺跡第 6 次調査出土土器集成図
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057（土師器甕）
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0 1：6 10cm

0 1：6 10cm

第 76 図　野古Ａ遺跡第 11 次調査出土土器集成図
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0 1：6 10cm

第 77 図　南仙北遺跡第 15･30･32･35 次調査出土土器集成図

088（土師器小型甕） 090（土師器甕）

095（土師器甕）

098（土師器坏）

094（土師器甕）

093（土師器坏）
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第 1 表　盛南地区遺跡群発掘調査一覧表〔平成 5 ～ 12 年度〕(1)
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第 2 表　盛南地区遺跡群発掘調査一覧表〔平成 5 ～ 12 年度〕(2)
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第 3 表　本宮熊堂 B 遺跡第 8 次調査土層観察表
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第 4 表　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査土層観察表 (1)
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第 5 表　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査土層観察表 (2)
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第 6 表　野古 A 遺跡第 6 次調査土層観察表 (1)
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第 7 表　野古 A 遺跡第 6 次調査土層観察表 (2)
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第 8 表　野古 A 遺跡第 6 次調査土層観察表 (3)
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第 9 表　野古 A 遺跡第 6 次調査土層観察表 (4)



142第 10 表　野古 A 遺跡第 6 次調査土層観察表 (5)
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第 11 表　野古 A 遺跡第 6 次調査土層観察表 (6)
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第 12 表　野古 A 遺跡第 6 次調査土層観察表 (7)
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第 13 表　矢盛遺跡第 2 次調査土層観察表



146第 14 表　南仙北遺跡第 27 次調査土層観察表



147

第 15 表　南仙北遺跡第 28 次調査土層観察表
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第 17 表　南仙北遺跡第 31 次調査土層観察表

第 16 表　南仙北遺跡第 30 次調査土層観察表
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第 19 表　南仙北遺跡第 35 次調査観察表

第 18 表　南仙北遺跡第 32 次調査観察表
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第 20 表　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査出土土器観察表
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第 21 表　野古 A 遺跡第 11 次調査出土土器観察表
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第 23 表　南仙北遺跡第 15･28･30･32･35 次調査出土土器観察表

第 22 表　野古 A 遺跡第 6 次調査出土土器観察表
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第 24 表　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査出土坏検討表
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第 25 表　野古 A 遺跡第 11 次調査 RA008 ～ 011 出土坏検討表



写　真　図　版
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第 1 図版　　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査出土遺物

本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査ＲＡ０２７出土土器（平安時代）

本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査ＲＡ０３０出土土器（平安時代）
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第 2 図版　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査出土遺物（1）

013　ＲＡ０２７（あかやき土器高台付坏）

005　ＲＡ０２７（あかやき土器坏）

003　ＲＡ０２７（あかやき土器坏）

001　ＲＡ０２７（土師器坏）
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第 3 図版　　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査出土遺物（2）

029　ＲＡ０２９（あかやき土器坏）

024　ＲＡ０２８（土師器坏）

017　ＲＡ０２７（あかやき土器甕）

021　ＲＡ０２７（あかやき土器甕）

018　ＲＡ０２７（あかやき土器甕）
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035　ＲＡ０３０（あかやき土器坏）

034　ＲＡ０３０（土師器大型坏）

031　ＲＡ０３０（土師器坏）

第 4 図版　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査出土遺物（3）
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第 5 図版　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査出土遺物（4）

048　ＲＡ０３０（須恵器甕）

045　ＲＡ０３０（あかやき土器高台付坏）

041　ＲＡ０３０（あかやき土器坏）
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第 6 図版　野古Ａ遺跡第 6 次・11 次調査出土遺物

野古Ａ遺跡第 6 次調査ＲＡ００５出土土器（奈良時代）

野古Ａ遺跡第 11 次調査ＲＡ００８・００９・０１０出土土器（平安時代）
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第 7 図版　野古Ａ遺跡第 6 次調査出土遺物（1）

051　ＲＡ００６（土師器鉢）

055　ＲＡ００６（土師器甕）

050　ＲＡ００５（あかやき土器甕）

052　ＲＡ００６（土師器鉢）

057　ＲＡ００６（土師器甕）
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061　ＲＡ００６（土師器球胴甕）

058　ＲＡ００６（土師器甕）

第 8 図版　野古Ａ遺跡第 6 次調査出土遺物（2）

059　ＲＡ００６（土師器甕）
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第 9 図版　野古Ａ遺跡第 11 次調査出土遺物（1）

070　ＲＡ００９（あかやき土器高台付坏）

069　ＲＡ００９（土師器坏）

068　ＲＡ００９（土師器坏）

062　ＲＡ００８（土師器坏）
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第 10 図版　野古Ａ遺跡第 11 次調査出土遺物（2）

085　ＲＡ０１２（土師器甕）

072　ＲＡ０１０（土師器坏）
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第 11 図版　南仙北遺跡第 15 次・28 次・30 次調査出土遺物

096　第 30 次ＲＡ３００１（土師器甕）

091　第 28 次Ｐ１（土師器坏）

088　第 15 次ＲＡ０１２（土師器甕） 089　第 15 次ＲＡ０１２（土師器甕） 090　第 15 次ＲＡ０１２（土師器甕）



168

第 12 図版　南仙北遺跡第 32 次調査出土遺物

103　調査区南西（須恵器坏）

101　ＲＧ１３１（須恵器坏）

099　ＲＧ１３１（須恵器坏）
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第 13 図版　南仙北第 35 次調査出土遺物

093　ＲＡ０１７（土師器坏）

094　ＲＡ０１７（土師器甕）
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第 14 図版　墨書・刻書土器

027　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査ＲＡ０２８
　　　墨書「（不明）」（あかやき土器坏）　

064　野古Ａ遺跡第 11 次調査ＲＡ００８
　　　墨書「（不？）」（あかやき土器坏）　

061　野古Ａ遺跡第 11 次調査ＲＡ００８
　　　刻書「 」（土師器坏）　

011　本宮熊堂 B 遺跡第 12 次調査ＲＡ０２７
　　　墨書「田」（あかやき土器坏）　
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